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本市の人口と世帯数（令和 4 年 4 月 30 日現在）
世帯数 51,172、人口 109,331 人
男性 51,893 人、女性 57,438 人

市ウェブサイト facebook LINE YouTube

◎本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の
　拡大状況などにより内容の変更や、延期・中止の可能性があ
　ります。ご了承ください。

誉田中学校　仲村美樹さんのデザイン
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笑福亭仁智 / しょうふくてい じんちダルビッシュ有 / だるびっしゅ ゆう

1971年に笑福亭仁鶴に入門（筆頭弟子）
古典・創作落語、テレビ、ラジオでも
活躍。自作の創作落語は100 本以上で
代表作の「スタディーベースボール」は
舞台だけでなく、中学・高校の鑑賞会
で毎年、数10 カ所で上演。
上方落語協会会長としても、落語の魅
力を若い世代に広める活動として、若
手落語家の噺とアート学生がビジュア
ル化する作品コラボのプロジェクトを開
始。総合プロデューサーを務める。

2004 年、北海道日本ハムファイターズ
に入団。WBC では胴上げ投手となり
日本を代表する投手に。2012 年に米大
リーグのテキサス・レンジャース。2017
年ロサンゼルス・ドジャース。2018 年
シカゴ・カブス。現在は、サンディエゴ 
パドレスで活躍中。
2008 年から公式戦で1勝するごとに
10 万円を羽曳野市に寄付する「ダルビ
ッシュ有 子ども福祉基金」が設立され、
児童福祉支援事業に多大な貢献。

［出身］大阪府羽曳野市
［生年月日］1952 年 8 月12 日（69 歳）
［所属］吉本興業株式会社

［出身］大阪府羽曳野市
［生年月日］1986 年 8 月16 日（35 歳）
［所属］MLB サンディエゴ パドレス

羽曳野市スポーツ・観光大
使に就任する事ができ大変
光栄に思っております。
生まれ育った大阪、羽曳野
市の魅力を皆様に少しでも
知っていただけるように努め
て参ります。

ふるさと、羽曳野市の文化
大使の委嘱をいただきまし
て、大変光栄です。
羽曳野市や世界遺産の百舌
鳥・古市古墳群を題材にし
た創作落語作りにも挑戦し
たいと思います。

　羽曳野市には、世界文化遺産の
構成資産である「古市古墳群」や
日本遺産の「竹内街道」などの『歴
史的文化財』が多く点在し、現在
まで守られています。

　『食』に関する特産品も多く、
ぶどう、ワイン、お肉、いちじく、
碓井豌豆などがあります。

　また、都市圏からのアクセスも
良好で、住宅環境も整い、自然環
境も豊かな住みやすいまちです。

　古くから受け継がれてきたもの、
これから新しく生まれるもの。そ
れらを、羽曳野市の魅力として広
く、国内外に PR をして参ります。

　令和 4 年度より羽曳野市特命
大使を制定しました。
　文化、スポーツ、観光、食、芸術、
住まい、学習、子育てなど、さま
ざまな分野で活躍され、本市にゆ
かりのある方に大使として委嘱さ
せていただき、羽曳野市の魅力を
多くの人、国・地域にご紹介いた
だきたいと思います。
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を見守りました。山入端市長から委
嘱状を、小学校代表の児童からは
花束を受け取られ、「ふるさと羽曳
野市の文化大使の委嘱をいただき、
大変光栄です。」と話されました。
　会場から落語家になったきっかけ
はという質問に、「小学生のときは
恥ずかしがり屋でした。高校生の時

　5月12 日㈭、丹比小学校体育館
にて、羽曳野市文化大使の委嘱式
が行われました。
　文化大使として委嘱されたのは、
本市出身の落語家で現在、上方落
語協会会長の笑福亭仁智さんです。
　この日の式には、6 年生の児童も
参加し、小学校の大先輩の委嘱式

に落語に出会い、これは天職だと
思いました。」など小学生時代や落
語家新人時代のエピソードを披露
されました。
　また、「落語はお客様と楽しい時
間を共有できることが魅力的です。」
と話されました。

羽曳野市文化大使 委嘱式 令和 4 年 5月12 日

第１部　「明日へのことば講演会」
　　　　講師：笑福亭仁智（落語家）

第２部　「アンカーを囲むつどい」
　　　　出演：中村宏アンカー、工藤三郎アンカー

※今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演の中止や内容を変更させていただく場合があります。

【あて先】　〒 583-8585　羽曳野市誉田 4-1-1
　　　　　羽曳野市役所 社会教育課
　　　　　「深夜便のつどい」観覧係
【問合せ】　社会教育課
　　　　 　☎ 072-947-3906 （平日 9:00 ～17:30）
　　　　　ＮＨＫ大阪放送局
　　　　　 ☎ 06-6941-0431（平日10:00 ～18:00）

【とき】　7月2日㈯  13:30 ～16:00（開場13:00）
【会場】　LIC はびきの ホールＭ
【費用】　無料（事前申込）
【申込】　郵便往復はがき（私製をのぞく）に記入例
　　　　の内容を明記してお申し込みください。
【締切】　 6月8日㈬ 必着。応募多数の場合は抽選。

当選の方には希望人数（2 人まで）で入場
可能な入場整理券を送付。落選の方には
落選通知を送付（どちらも6 月20 日頃）。

　　　＊�ご応募の際にいただいた情報は、抽選結
果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信契約
者情報との照合、受信料のお願いに使用さ
せていただくことがあります。

　　　＊ 新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、保健所など公的機関へ情報を提供す
ることがあります。

NHK『ラジオ深夜便のつどい』
　　　　　　　��観覧者募集

往信用（おもて） 返信用（うら）

〒 583-8585
　羽曳野市役所
　社会教育課

「深夜便のつどい」
   　　　 観覧係

≪注意≫

何も書かないで
ください。
抽選結果を印刷
して返信します。

・郵便番号
・住所
・氏名

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号
⑤観覧希望人数
　（2 人まで）

往信用（うら）返信用（おもて）

≪記入例≫
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「夏休み」親子で水道施設の見学をしませんか？

親子での石川浄水場の見学会を実施します。
見学場所：石川浄水場（羽曳野市古市 3丁目10 番 4 号）
日時：7月23 日㈯
午前の部　10:00 ～/ 午後の部　13:00 ～（いずれも1時間程度）
　親子で20 組（40人程度）、の方の見学を募集します。
見学希望の方は、往復はがきに、氏名（代表の方）・住所
・お子様の人数・希望時間帯を記載の上、水道局総務課までお申し
込みください。
※申込多数の場合は、抽選となりますので、ご希望に沿えないこと
もあります。

閉園した幼稚園の見学会を開催します！

見学場所：恵我之荘幼稚園・丹比幼稚園・西浦東幼稚園
日時：令和４年６月下旬
申込方法：予約システム（LOGOフォーム）にて予約
詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。

▼プログラム （天候等でプログラムの中止や開始時間を変更する場合があります。）
午前の部（9:00開始）

1 開会式 全　員※①
2 準備体操 全　員

3 なかよく玉入れ
幼児（保護者）

高齢者 (60歳以上 )
来賓者

4 50ｍ走
小学 4～ 6年生
小学 1～ 3年生
中学生以上一般

5 どれにしようかな 幼児 (保護者 )

6 サンドイッチ競争 小学4～ 6年生

7 ボール運び 小学１～３年生

8 障害物競走 中学生以上一般

午後の部（13:00開始予定）

9 ○×クイズ 小学生

10 新・おやつをあげよう 幼児（保護者）

11 ボールころがし 高齢者（60歳以上）

12 折り返しリレー 小学生１年生～３年生※②

13 リレー
スポーツ少年団・体育協会（子ども）※②
小学 4～ 6年生※②
中学生以上一般

14 綱引き
小学生

中学生以上一般

15 大抽選会 全　員

16 閉会式 全　員

      楽しいプログラムが
        盛りだくさん！
●入場無料（8:00 から入場可）
●プログラム対象者は当日自由
　参加
●�飲食ブース出店（予定）
●�悪天候等による中止の決定は、
���当日午前 7:30 に決定
●�駐車場は、はびきの埴生学園グラウ
ンドまたは青少年児童センターグラ
ウンドをご利用ください

●�駐輪場は、中央スポーツ公園北
���側駐車場をご利用ください
●�ごみは所定の場所に捨てるか、
���各自お持ち帰りください

■問合せ■ スポーツ振興課 ☎ 072-958-1111  内線 4415 ＜主催 : 第 53 回市民体育祭実行委員会＞

６月 12 日㈰ 9:00 ～ 15:00 9:00 ～ 15:00
第第553回3回羽曳野市民体育祭羽曳野市民体育祭 in 中央スポーツ公園

≪問合せ≫ 水道局総務課

≪問合せ≫ こども政策課

＜注意事項＞
※① No.1開会式では入場行進は行わず、整列した状態で開会式を行います。
※② No.12 折り返しリレー（小学生１～３年生）および No.13リレー（小学生４～６年生）の参加条件は
　　　 以下となります。
　　　○当日12時までに1チーム4人の走順を決めて代表者（保護者）が本部にて事前申し込みください。
　 　　　 1～3 人で参加の場合は、招集時間に招集場所へお集まりください。体育祭実行委員会で
　　　　 チーム (4 人 ) を調整します。
　　　○スポーツ少年団・体育協会（子ども）リレーの参加者は、参加できません。
※各競技の参加人数には制限があります。予定する数を超えると、賞品がない場合があります。

【新型コロナウイルス感染症対策】
会場入場時に受付、検温を行いますので、ご協力お願いします。

詳しくはこちら→
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羽曳野市
選挙管理委員会事務局
☎ 072-958-1111
　 （内線 4610・4620）

　選挙期間中、仕事等で市外に滞在している場合、滞在先の市区町村選挙管理委員会で不在者投票ができます。
「不在者投票宣誓書・申請書」（市ウェブサイトからダウンロード可）で選挙管理委員会へ申請すると、投票用
紙等を滞在地へ郵送します。届いた投票用紙等は、滞在先の選挙管理委員会へ持参し、そちらで不在者投票を
行ってください。なお、郵送での手続きになりますのでお早めに申請をお願いします。（投票用紙をお送りする
のは選挙期日の公示後になります。）

　郵便等による不在者投票用紙の請求期限は選挙期日の４日前です。郵便等投票証明書をお持ちの方は、選挙
管理委員会からお知らせを郵送しますのでご確認の上、期限までに請求してください。
　郵便等投票証明書をお持ちでない方で、交付申請のできる方は、次のとおりです。申請の際は、「郵便等投票
証明書交付申請書」（市ウェブサイトからダウンロード可）に、身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険
の被保険者証のうち該当するものの原本を添えて選挙管理委員会へ申請してください。

身体障害者手帳
両下肢、体幹、移動機能の障害 1級・2 級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害 1級・3 級
免疫、肝臓の障害 1級～3 級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹の障害 特別項症から第 2 項症
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障害 特別項症から第 3 項症

介護保険の被保険者証「要介護５」
※ なお、表に該当しない場合でも、同程度として「障害の程度を証明する書面」の交付を受けることで郵便に

よる不在者投票が可能となる場合があります。

　指定施設の病院等に入院、入所されている方の場合は、投票したい旨をその病院長（施設長）に申し出ると、
その病院（施設）で不在者投票をすることができます。詳しくは病院（施設）にお問い合わせください。

滞在地での不在者投票

郵便等による不在者投票の投票用紙等の交付請求手続

指定施設での不在者投票

第第 2626 回参議院議員通常選挙に伴う回参議院議員通常選挙に伴う
　不在者投票について（任期満了：7 月 25 日）　不在者投票について（任期満了：7 月 25 日）

≪羽曳野市内の指定病院（施設）≫
◦藤本病院
◦介護老人保健施設まほろば
◦大阪はびきの医療センター
◦城山病院
◦運動器ケアしまだ病院
◦介護老人保健施設悠々亭
◦ケアホーム伊賀
◦天仁病院
◦丹比荘病院
◦高村病院
◦老人保健施設あったか村
◦特別養護老人ホームあすくの里
◦短期入所生活介護 ショートステイあすくの里
◦羽曳野特別養護老人ホーム
◦ケアハウスはぴねす軽里

◦特別養護老人ホームスマイル
◦ケアハウススマイル
◦特別養護老人ホーム河原城苑
◦短期入所事業所河原城苑
◦四天王寺悲田院特別養護老人ホーム
◦四天王寺悲田院養護老人ホーム
◦介護付有料老人ホームライフコート春秋
◦介護付有料老人ホームライフビュー
◦特別養護老人ホームアンジュ
◦ケアハウスロイヤルアンジュ
◦オアシス北燦
◦介護付有料老人ホームグッドタイムまほろば
◦介護老人保健施設宙
◦住宅型有料老人ホーム恵花院
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≪問合せ≫ 新型コロナウイルス対策室　☎ 072-957-3320（直通）

新型コロナウイルス
ワクチン接種のご案内

■集団接種の予約やコロナワクチンに関する相談
　羽曳野市新型コロナワクチン接種コールセンター

☎ 0570-071-105（平日9:00 ～17:15）

重症化予防を目的として、４回目接種が始まります！

　　市役所本館南側広場市役所本館南側広場および峰塚公園峰塚公園にて
キッチンカーが試行出店しています。
出店予定はカレンダーのとおりです。

（出店予定は変更される場合があります。）

キキッッチンカーのチンカーの
 　　　試行出店中 　　　試行出店中！！！！

出店の様子を
随時更新中！
インスタグラムを
チェック！！

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1

③⑧
2

②③
3

⑤⑦
4
④⑦⑨

5
②③⑧

6
②⑨

7
①⑥

8
⑦⑧

9
②③

1 0
⑤⑦

1 1
⑦

1 2
②③⑧

1 3
②⑨

1 4
⑦⑧

1 5
⑦⑧

1 6
②③

1 7
⑦⑧

1 8
④⑦

1 9
③⑧

2 0
②⑨

2 1
⑦⑧

2 2
③⑧

2 3
②③

2 4
⑦⑧

2 5
②⑦⑨

2 6
③⑧

2 7
②⑨

2 8
⑦⑧

2 9
⑦⑧

3 0
②③

【出店場所】平日・・・市役所本庁
土日祝祭日・・・峰塚公園

【店舗】　①PAN HEAD（パン）　②和琴きっちん（みたらし団子など）　③NOWORK motor&café（ハンバーガー）　　
　　　　④MAUMDAERO（クレープ）　⑤ICE KITCHEN MIKAN（アイス、オムライスなど）
　　　　⑥ホルモン焼キング（焼肉丼）　⑦LOCOLOCO（ハワイアンフード）　⑧南喜久（お弁当など）
　　　　⑨アン・ルポ（ブロート（ドイツ風パン）を使ったデザート、ランチなど）

【営業時間】
10 時から17 時

（店舗により営業時間は異なります）

6月

対象者 接種券の発送等
接種体制（予定）
・個別接種（市内医療機関）　
・集団接種（市役所別館会場等）
・巡回接種（高齢者施設等）
詳しくは市ウェブサイト、案内チ
ラシ、コールセンターでご確認く
ださい。
使用するワクチン
・ファイザー社ワクチン
・武田 / モデルナ社ワクチン

（接種間隔）
３回目接種完了
から5カ月以上

60 歳以上の方
６月中旬以降より接種時期が到来された方から順次発送
します。

18 歳以上 60 歳未満で
基礎疾患を有する方

（※下記をご参照ください。）

その他重症化リスクが
高いと医師が認める方

接種券を希望される方は以下の方法で申請してください。
〇コールセンターによる申請（6/6 ～受付開始）
〇インターネットによる申請
〇郵送または窓口による申請
※詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。

◎基礎疾患を有する方の範囲（R4.5 時点）
【以下の病気や状態の方で、通院・入院されている方】
 ●慢性の呼吸器の病気  ●慢性の心臓病（高血圧を含む）●慢性の腎臓病  ●慢性の肝臓病（肝硬変等）
 ●インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を併発している糖尿病  ●血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
 ●免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）●ステロイドなど、免疫の機能低下させる治療を受けている
 ●免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患  ●神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）●染色体異常
 ●重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）●睡眠時無呼吸症候群
 ●重い精神疾患（精神疾患の治療のために入院している, 精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立支援医療（精神通院医療）で
   「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）
    ※精神障害者保健福祉手帳または療育手帳を所持している方については、通院または入院をしていない場合も、基礎疾患のある方に該当します。
【基準（BMI30 以上）を満たす肥満の方】

３回目接種と小児接種について
■３回目接種の接種間隔が、２回目接種完了から５カ月以上に短縮されました。
   ※お届けしている接種券に記載している接種可能日と異なりますので、ご確認の上ご予約ください。
■市役所別館会場は７月以降は４回目接種が中心となりますので、３回目接種の方はお急ぎください。
■市内医療機関での接種は限定的となっています。実施医療機関は、市ウェブサイト、 市コールセンターでご確認ください。
　また、5 ～11歳（小児）の1・2 回目接種、12 ～17 歳の 3 回目接種は引き続き市内医療機関で実施しています。
■市の集団接種会場では、中学生以下の方は保護者の同伴が原則となります。また、接種券一体型予診票の「新型コロナワ
　クチン接種希望書」の署名欄には、保護者名で署名をお願いします。
※市の集団接種会場では、高校生の方の場合も保護者名で署名をお願いしています。

≪問合せ≫ 産業振興課

市ウェブサイト
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羽曳野市の雨水対策
～大雨に備えて～
　羽曳野市の公共下水道は、分流式により生活等で汚れた水を
きれいにする汚水事業と、雨水を排除する雨水事業があります。
市の浸水対策として、東部地区では、昭和 61年より碓井ポン
プ場を供用開始し、大雨時に古市周辺の雨水を石川へ強制排
除しています。
　西部地区では、高鷲周辺の大規模な水路改修工事を藤井寺
市と共同で進めています。また、都市計画道路の八尾富田林線
の事業化にあわせて、大阪府等と共同で雨水幹線の整備も進
めています。
　しかしながら、地球温暖化に伴う気候変動により、雨の降り方が著しく変化して、これまでの大雨では雨水
の排除ができていたのに、道路冠水や水路からの浸水という事象が発生しています。市民の皆さまにも、雨水
ますのごみ掃除や家庭でできる取り組みなど、浸水被害に備えていただくようにご協力をお願いします。

みんなで防ごう土砂災害～６月は土砂災害防止月間です～
～土砂災害について～
　全国では毎年約 1,100 件もの土砂災害が発生しています。令和３年には、42 の都道府県で 972 件の土砂
災害が発生しました。特に、8月には 33 都府県で 448件の土砂災害が発生し、直近 10 年（平成 23 ～令和 2）
の同月における平均発生件数（177 件）を大きく上回りました。
　気候変動による集中豪雨の多発化により、土砂災害の激甚化、頻発化が今後ますます懸念されます。さらに
自然災害での死者・行方不明者のうち約半数は土砂災害が原因です。
　今年もまた、土砂災害の起こりやすい長雨の季節となりました。土砂災害に対する備えや、避難場所などを
この機会に再確認しましょう。

～災害に備えた日頃の準備～
１．日頃から天気予報や注意報に関心を持ちましょう
２．避難場所、避難経路を確認しましょう。
３．緊急時に必要な用品を準備しておきましょう。

がけ崩れ
雨で地面にしみ
こんだ水分が土
の抵抗力を弱
め、 斜 面が急
に崩れ落ちるこ
とです。
また、崩れ落ち
る速度も速く、

地震が原因で起こることもあり、人家
の近くで起こると、死者の出る悲惨な
災害となります。

地すべり
粘 土 質など、
すべりやすい
土 質 を 境 目
に、その上部
の地面が動き
出してゆっく
りすべり落ち

ることです。がけ崩れに似ていま
すが、傾斜のゆるい斜面でも発
生し、ゆっくりと継続的にすべる
こともあります。また、発生規
模も広範囲にわたります。

～防災情報を手軽に
　　　　　あなたのもとへ～
QRコードを読み取り、空メールを送信し
てください。登録用URLが返信されますの
でそちらよりご登録ください。

≪問合せ≫ 大阪府都市整備部　河川室河川環境課砂防グループ（☎ 06-6944-9302　内線 2956）
　　　　　 羽曳野市下水道部　下水道建設課

≪問合せ≫ 羽曳野市下水道部　下水道総務課

急な渓谷を、水
を含んだ大量
の土砂・礫が津
波のように流れ
下るもので、「山
津波」とも呼
ばれています。
流れの先端部

に大きな礫があることが多く、その流
れの速さは時速 20 ～40 ㎞という速
度で一瞬のうちに人家や田畑を壊滅
させてしまいます。

土石流
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

生活習慣病対策としての運動療法生活習慣病対策としての運動療法

はびきの鍼灸マッサージ師協会　☎ 072-958-5764

　運動療法というと、脳卒中後の身体の麻痺に対する
ものや、骨折や腰痛などの整形外科関連のものが
主流でしたが、最近では糖尿病や高血圧、脂質異常
症などの生活習慣病の改善や予防のための運動療法
も積極的に行われるようになりました。

　運動療法は有酸素運動、無酸素運動、筋力トレー
ニング、ストレッチングなどに分類されます。具体的
にはウォーキングやジョギング、水中ウォーキング、
ラジオ体操などからエアロビクス、サイクリング、
ハイキング、腕立て伏せやスクワット、ダンベルや
マシンを用いたトレーニング、短距離走、水泳など
各種あり、年齢や病気の有無により個々の人にあった
内容で無理せず継続することが重要です。

　運動を行っている人は、虚血性疾患、糖尿病、高
血圧、肥満、骨粗鬆症、大腸がんなどにかかる割合も
低くなるといわれています。身近なかかりつけ医の
先生と相談して、運動する習慣を身につけましょう。

土屋医院　土屋英人

　東洋医学は、未病（未だならざる病）という、症状
があっても、いまだカタチにならない状態を治すのに
優れた医療と考えます。（予防医学）

　現代は健康を自分で管理しなければならない時代
で、自身で常に体内のバランスを整え、病気になり
にくい（自然治癒力のある）身体づくりを行うこと
により、健やかで快適な健康維持を目指さねば
なりません。

　東洋医療の中でも特に、人間に本来備わった「自然
治癒力」を活かすことに主眼を置いた鍼灸療法は、
全身症状を診察し、個人差を考慮に入れた診断を
行い、個々の体質に合わせた、いわばオーダーメイド
医療ということができます。

　人間に本来備わった「自然治癒力」を活かす鍼灸
治療は、これからの超高齢化社会での貢献が大いに
期待され見直されてきています。

 国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！
◆令和 4 年 4 月分～令和 5 年 3 月分の
　国民年金保険料：月額 16,590 円
◆毎月の国民年金保険料の納付期限：翌月の末日
◎経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、保険料が

免除・猶予される制度があります。
令和 4 年度分 ( 令和 4 年 7 月分～令和 5 年 6 月分 ) の一般
免除の申請は、令和 4 年 7 月1日から受付を開始します。
※申請時点の２年１か月前の月分までさかのぼって申請できます。

 「年金振込通知書・年金額改定通知書」は
 大切に保管しましょう！
　「年金振込通知書・年金額改定通知書」は、6 月に送付され
ます。1 年間の支払予定額が記載され、各種手続きに必要と
なる場合があります。年に1回送付となりますので、大切に保管
しておいてください。
※年度の途中で金額の変更や受取金融機関の変更があった

場合は「年金振込通知書」がその都度、送付されます。
※年金から特別徴収する保険料・税額等に関することは、市役

所の各担当へお問い合わせください。
例）介護保険料→高年介護課、個人住民税→税務課

 任意加入制度：老齢基礎年金の受給額を
 増額できます！
●海外居住者の任意加入（日本の年金制度への継続加入）

海外居住者は、国民年金の強制加入被保険者ではなくなり
ますが、日本国籍の 20 歳以上 65 歳未満の方であれば、
国民年金に任意加入することができます。

●高齢任意加入
60 歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方や、
40 年 (480 月 ) の納付済期間がないため満額受給できない
方は、60 歳以降でも国民年金に任意加入できる場合があり
ます。（厚生年金・共済組合等加入者を除く）

＊届出先：市役所 保険年金課年金担当 または 年金事務所
＊届出に必要なもの

□ 預貯金通帳
□ 金融機関の届出印
□ 基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの

※申出月からの加入となり、遡っての加入はできません。
※納めた保険料は社会保険料控除の対象となります。

加入条件などの詳細は、日本年金機構ウェブサイトをご確認
ください。

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
�[ 平�日 ]�8:30 ～17:15�※週初めの開所日は19:00 まで　[ 第２㈯ ]�9:30 ～16:00
�※電話は自動音声案内です。　電話機の 5 を押すと所員が対応します。
�※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいてからおかけ直しください。

日本年金機構
ウェブサイト⇒
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6月30日㈭�市内の図書館は全て休館です。

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『えんどうまめばあさんとそらまめ
じいさんのいそがしい毎日』
松岡　享子／原案・文
降矢　なな／文・絵　福音館書店
働きもののまめばあ
さんとまめじいさんに
は、ひとつ困ったくせ
がありました。何かし
ている途中でも、他に
やりたいことができる
と、ついそっちに行っ
てしまうのです！

☆ 読んでみませんか？

『四角六面』
エルノー・ルービック／著
久保　陽子／訳　光文社
一世を風靡した四角いパ
ズル、ルービック・キュ
ーブは、どのようにして
誕生し、売り上げ３億 5
千万個を超える世界的な
ベストセラーとなったの
か？　その生みの親が初
めて明かします。

川端誠さん
親子で絵本ライブ＆講演会

（中央図書館　開館 20 周年記念行事）
日時　6 月 19 日㈰
　　　絵本ライブ　11：00 ～ 12：00
　　　講演会　　　14：00 ～ 15：30
場所　LIC はびきの　3 階　音楽実習室
申し込み
中央図書館に来館または電話（072-950-
5501）にて、各先着 50 人まで受け付けます。
なお講演会は小学生以上の方に限ります。
共催　羽曳野市子ども文庫連絡会

おはなし会（6 月） 今月の特集テーマ
中央図書館  4日㈯　12日㈰

 18日㈯　26日㈰ 13:30～ 一般 川端誠さんの本
児童 お天気の本

陵南の森図書館

 5日㈰　12日㈰　25日㈯ 11:00～ 一般 他館の本あつめました
 18日㈯ 15:00～
 19日㈰�小さい子向き 11:00～ 児童 カエルの本
 19日㈰�少し長いお話を聞ける子向き 11:30～

東部図書館  8日㈬ 10:45～ にじの本
丹比図書館  25日㈯ 10:30～ いろんなカタチの愛
古市図書館  18日㈯ 11:00～ 時間はとまってくれない！
羽曳が丘図書館  11日㈯　18日㈯ 15:00～ あなたのＰＯＰを飾ります ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、イベントを

中止または延期することがあります。参加される方は、マスクの
着用や消毒など、感染症対策にご協力をお願いいたします。

臨時休館のお知らせ
ブックステーションはびきのコロセアムは、参議院議員選挙の期日前
投票所となるため、6 月 20 日㈪から 7 月 10 日㈰まで臨時休館させて
いただきます。

※古市図書館のおはなし会は、今月から時間が変わります。
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たいちょう

調が悪
わる

くても、周
まわ

りが全
まった

く知
し

ら

ない人
ひと

ばかりだと、なかなか言
い

えなかっ

たりすることもあるかもしれません。

　いざという時
とき

は『遠
とお

くの親
しん

戚
せき

より、

近
ちか

くの他
た

人
にん

』と言
い

われるように、普
ふ

段
だん

から近
ちか

くにお住
す

まいの方
かた

との交
こうりゅう

流が

あれば、もしもの避
ひ

難
なん

所
じょ

生
せい

活
かつ

でも情
じょう

報
ほう

の共
きょうゆう

有ができ、不
ふ

自
じ

由
ゆう

な生
せい

活
かつ

の中
なか

でも他
た

人
にん

を思
おも

いやる気
き

持
も

ちがもてる

かもしれません。

　普
ふ

段
だん

、近
ちか

くにお住
す

まいの方
かた

とあまり

交
こうりゅう

流がない方
かた

は、もしもの時
とき

のため

にも日
ひ

頃
ごろ

から交
こうりゅう

流を深
ふか

めてみませんか。

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

◇大人のおはなし会
日時　6月25日㈯�14：00 ～
場所　陵南の森公民館　2階視聴覚室
内容　「おりゅうやなぎ」
���������「ごろはちだいみょうじん」他
出演　おはなしボランティアグループ「はびきの」
定員　16人（当日先着順）
◇七夕まつり
日時　7月2日㈯�14：00 ～
場所　丹治はやプラザ 2階集会室
内容　大型紙芝居、ブラックパネルシアターなど
定員　30人（当日先着順）

休館日変更のお知らせ
10月 1日から、図書館の休館日・開館時間が以下のように変更されます。
中央図書館　毎週㈪（祝日含む）休館
　　　　　　㈯・㈰・祝日の開館時間　10時～ 18時
陵南の森・丹比・羽曳が丘・東部図書館　毎週㈮（祝日含む）休館
ブックステーションはびきのコロセアム　㈫・㈭・㈯開館
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NPO 法人子育てサポートくるみ
壺井 508-1　☎ 072- 957-3282　FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
　自然いっぱいの広い遊び場に大きなすべり台と土山があ
り、親子でたっぷり遊べます。子育て相談も随時受け付けて
いますので、気軽にお声掛けください。

NPO 法人つどいの広場 カンナ　高鷲 5-422-22
☎・FAX 072-939-1625　【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【ポップコーンを作って食べよう】3 日㈮
【小麦粉ねんど遊び】10 日㈮
【父の日制作】17 日㈮
【うちわに絵を書こう】24 日㈮ 10:00 ～ 12:00

NPO 法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716
広場は午前・午後の 2 部制。詳細は問い合わせください。
あいあいルーム

【おもしろ歯医者さんのためになる話】10 日㈮ 10:30 ～ 11:30
【えほん・あらかると】14 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【かきくけ子育て】14 日㈫ 11:00 ～ 12:00
【ホップ・ステップ・リトミック】28 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【就労相談（子育て中の再就職）】第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
【子育て何でも相談】平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ
学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約

【園庭開放など】㈫㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 17 日除く
【0 歳サロン】1 日㈬　【1 歳親子教室】8 日㈬
【2・3 歳親子教室】15 日㈬　【すこやか広場】17 日㈮

すくすく 子育て支援
スケジュールなどの詳細は、センターニュース

「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※ お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※ 「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター

つどいの広場事業（6 月）

支援センターふるいち（古市複合館）　古市 4-2-9
☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
【午後開放】㈭㈮ 14:00 ～ 16:00

みんなの広場 ㈪㈫㈮　［計測・誕生会］10 日・13 日
［休み］7 日・20 日・28 日　« 対象 » 就学前の子ども
よちよち広場 ㈬　［計測］8 日・15 日　［誕生会］15 日（9:45 ～
/11:00 ～［各 1 時間］）　« 対象 »0 歳～ 1 歳半未満の子ども
てくてく広場 隔週㈭　2 日・16 日
« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 2 年 12 月 31 日生まれ
のびのび広場 隔週㈭　9 日・30 日「しゃぼん玉あそび」
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
双子・年子の広場　28 日㈫ おはなしの広場　27 日㈪
講座のお知らせ　こもも教室（2 回セット）6 月 20 日㈪・23 日㈭
« 対象 » 羽曳野市民に限る、令和４年 1 月～ 3 月生まれの子ども
« 申込 » 窓口・電話・子育てネット（6 月 6 日㈪～ 10 日㈮）

支援センターむかいの　実施場所は向野こども園旧園舎 1 階
向野 523　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

【広場】10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
みんなの広場 ㈪㈬㈭　※年齢別教室になる場合あり

［計測・誕生会］22 日・23 日［おはなしの会］6 日
« 対象 » 就学前の子ども
2・3 歳児　20 日㈪「絵具遊び」
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
1 歳児　15 日㈬　« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ
0 歳児　9 日㈭　« 対象 » 令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日生まれ
双子・三つ子・年子の広場　3 日㈮　« 対象 » 就学前の子ども
講座のお知らせ　こもも教室（2 回セット）24 日㈮・28 日㈫
« 対象 » 羽曳野市民に限る、令和４年 1 月～ 3 月生まれの子ども
« 申込 » 窓口・電話・子育てネット（6 月 6 日㈪～ 10 日㈮）
親子教室「歯っぴーきっず」　7月14日㈭「歯科衛生士さんによる歯のお話」
« 対象 » 羽曳野市民に限る　« 定員 »13 組
« 申込 » 窓口・電話・子育てネット（6 月 27 日㈪～ 7 月 1 日㈮）

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
種類 日程 対象児

4 カ月児
6 月 10 日㈮ 令和 4 年 2 月 1 日～ 13 日
6 月 24 日㈮ 令和 4 年 2 月 14 日～ 28 日
7 月 15 日㈪・29 日㈮ 令和 4 年 3 月生まれ

1 歳
6 カ月児

6 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 2 年 11 月生まれ
7 月 25 日㈪・26 日㈫ 令和 2 年 12 月生まれ

2 歳
6 カ月児

6 月 21 日㈫・22 日㈬ 令和元年 12 月生まれ
7 月 12 日㈫・13 日㈬ 令和 2 年 1 月生まれ

3 歳
6 カ月児

6 月 3 日㈮・7 日㈫ 平成 30 年 12 月生まれ
7 月 1 日㈮・5 日㈫ 平成 31 年 1 月生まれ

健診日の2 週間前までに個別通知が届いていない方はご連絡く
ださい。

離乳食・幼児食の個別相談
◦ 個別相談会（予約制、試食・保育なし）
離乳食の見本を展示しています。
■■とと■■きき 6 月17日㈮15:30 ～17:00 の間
■■対対■ ■ 象象象象 ４カ月児健康診査受診後から１歳半頃までの乳幼児の保護者
■■場場■ ■ 所所 保健センター3 階
◦ 電話・対面相談（離乳食・幼児食）
■■とと■■きき ［電話］平日 9:00 ～17:00
　　 ［対面］平日10:00 ～16:00 ※要予約
■■対対■ ■ 象象象象 生後４カ月頃から就学前の乳幼児の保護者

ママとベビーの交流会　※予約制
　身体計測・助産師や保健師による育児相談・ママ同士での情
報交換・絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき 7月 28 日㈭14:00 ～16:00　■■場場■ ■ 所所 保健センター 4 階
■■対対■ ■ 象象象象 生後 3カ月までの赤ちゃんと母親（上の子の保育なし）
■■定定■■員員  象象15 組（先着順）

◦保護者の方と一緒にお越しください。　◦新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、各支援センターの利用は週 2 回とします。

【問合せ】こども家庭支援課 母子保健担当
☎ 072-947-3888（直通）
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養育支援訪問事業
　妊娠・出産・育児期に育児の不安や
ストレスなどを抱え、他からの支援が
期待できない家庭を支援します。
■■問問 こども家庭支援課

児童虐待の疑いなど
” おかしい” と思ったら
■■とと■■きき  象象㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く
■■問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当
☎ 072-947-3837（直通）

子育て電話相談
［子育てで気になること］
■■とと■■きき  象象2 日・9 日・16 日・23 日㈭
　　 14:30 ～ 16:30
■■場場■ ■ 所所所所 市役所別館 2 階 プレイルーム
■■問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
　子育てに対する不安や困難さを抱え
ているが、日中は育児や仕事に追われ、
市役所の開いている時間に相談の電話
をすることが難しく、「相談したいが、
相談する場所がない」という方を対象
とした窓口です。
■■とと■■きき  象象㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込    象象市ウェブサイトの予約

フォームから希望日時
を予約。

■■問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101
☎ 072-957-4900 ※駐車場はありません。

【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00
　　　　　　　　　13:00 ～17:00
　室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊
びなど。午前中は小さなお友達もゆっく
り遊べます。自由にお越しください。
※入館人数と利用時間を制限する場合
があります。

公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《6 月》

古市幼稚園［958-3359］  　8 日㈬　　22 日㈬ 13:30 ～ 14:30　
古市南幼稚園［958-7616］  　7 日㈫　　21 日㈫ 9:30 ～ 10:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］  　8 日㈬ 13:00 ～ 14:00　 24 日㈮ 13:30 ～ 14:30
西浦幼稚園［958-3538］ 　 8 日㈬　　22 日㈬ 9:30 ～ 10:30
羽曳が丘幼稚園［958-7201］  　3 日㈮ 13:30 ～ 14:30・20 日㈪ 9:30 ～ 10:30
白鳥幼稚園［958-2601］  　9 日㈭ 9:30 ～ 10:30　　16 日㈭ 13:30 ～ 14:30
埴生南幼稚園［957-0212］  　23 日㈭ 9:30 ～ 10:30
埴生幼稚園［955-1062］  　8 日㈬ ※雨天中止　　22 日㈬ 13:30 ～ 14:30
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ 　 8 日㈬　　16 日㈭ 13:00 ～ 14:00
こども未来館たかわし［955-0730］
向野こども園［953-2071］
下開保育園 ［958-3318］
軽里保育園［958-3338］
島泉保育園［953-4624］
はびきの保育園［958-3328］

　 毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00

＝園庭開放　　＝未就園児教室
［対象］未就園児と保護者（マスク着用必須）

◎印の園は令和 5 年度入園予定の方のみ
［持物］着替え・タオル・水筒・上靴

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園［953-3883］ 毎週㈫㈬㈭ 10:00 ～ 12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 2・4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 第 4 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止 ※要予約
誉田保育園［958-2525］
郡戸保育園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45 ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00 ※要予約※ 3 日・20 日除く 
あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］ 2 日㈭ 10:00 ～ 11:00 ※要予約
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。
※今後の状況により中止になる場合があります。

病後児保育（0 歳～学童）
利
用
時
間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間
［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］ 8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥  1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問  NPO 法人サポートネットワークぬくもり（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO 法人南河内こどもステーション
市役所南側　☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。

農業体験 12 日㈰ 10:00 ～ 13:00　■■場場■■所所所所  象象れんげ農場
■■￥￥  象象大人 800 円・小学生 600 円・3 歳以上 300 円

おやおやくらぶ 3 日㈮「絵本の読み聞かせ」・17 日㈮「つくってあそぼう」
24 日㈮「おしゃべりサロン」

思春期カウンセリング 第 2・4 ㈬ 13:30 ～ 15:00　■■対対■ ■ 象象象象 小中学生や高校生、保護者の方も可

みんなの食堂 毎週㈯ 11:00 ～ 13:00 と 10 日㈮・24 日㈮ 17:00 ～ 19:00
■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも

みんなの居場所 ㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00　■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも

一時保育（要登録） ㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）
  象象■■￥￥  象象乳幼児 1 時間 500 円～

やってみようくらぶ 毎週㈯ 10:00 ～ 15:00（25 日㈯ 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）

園 未
園 未
園 未
園 未
未

園未
未
園 未
園 未

園

園 未
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健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程が変更・中止になる場合があります。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

子宮頸がん予防ワクチンの個別勧奨再開について
　子宮頸がん予防ワクチンは、これまで積極的な接種勧奨を差し控えてきまし
たが、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められたため、
令和 4 年 4 月より、積極的勧奨を再開することになりました。
　積極的勧奨は、標準的な接種期間に当たる方（中学 1 年生）に加え、中学 2
年生～高校 1 年生の方にも実施します。対象者には順次、個別通知を行います。
◦市の個別通知スケジュールについて（予定）
　［5 月（送付済）］中学 1 年生（平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生）
　 　　　　　　　 高校 1 年生（平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生）
　［6 月頃］中学２年生（平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日生）
　　　　　 中学３年生（平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日生）
　※ 予診票が届くまでに接種を希望される場合は、母子手帳を持って健康増進

課まで予診票を取りに来てください。
◦接種機会を逃した方について（キャッチアップ接種）
　■　■象 対象 対■  ■  象象象象 平成 9 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの女子で、過去に子宮

頸がん予防ワクチンを合計 3 回受けていない方。
　［接種期間］令和 7 年 3 月 31 日まで
　※ キャッチアップ接種対象者へは接種勧奨の案内のみ送付します。接種を希

望される方は、母子手帳を持って健康増進課まで予診票を取りに来てくだ
さい。

　※ 接種を 1、2 回目で中断している方は、初回からやり直すことなく残りの
回数を接種してください。その際は、過去に接種歴のある子宮頸がん予防
ワクチンを使用してください。接種ワクチンの種類が不明な場合は、医師
と相談の上、接種ワクチンを決定してください。

がん集団検診（予約制）
6 ～ 7 月分を来所・電話にて受付中。
日程、詳細は「令和 4 年度羽曳野市健康だより」か市ウェブサイトを参照。
胃がん・肺がん・大腸がん検診（集団検診） 
■■対対■ ■ 象象象象 1983 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥  無料
※ 肺がん検診には結核健診が含まれます。65 歳以上の人は、年 1 回受けるこ

とが法律で義務付けられています。
乳がん、子宮がん検診（集団検診）

［乳がん］

［子宮がん］

■■対対■ ■ 象象象象 1981 年以前の西暦奇数年生まれの女性
■■￥￥  1,000 円（1981 年生まれと生活保護受給者は無料）
■■対対■ ■ 象象象象 2001 年以前の西暦奇数年生まれの女性　■■￥￥  無料

※受診券（ピンク色または黄色のはがき）が必要です。
※  80 歳以上の方で乳がん・子宮がん検診を希望される方はご連絡ください。

成人歯科健診（個別または集団）　6 月4 日～10 日は歯と口の健康週間
■■対対■  ■  象象象象 平成 8・昭和 61・56・51・46・41・36・31・26 年生まれの市民
■■￥￥  無料 ※受診券が必要。お手元にない方はご連絡ください。

【集団健診（要予約）】6 月 8 日㈬・30 日㈭・7 月 19 日㈫　■■場場■ ■ 所所 保健センター
【個別健診】 市内の指定歯科医院で令和 5 年 3 月 31 日まで受診可

6 月は「食育月間」
毎月19 日は「食育の日」です！
　「食育」とは、様々な経験を通じて、

「食」に関する知識と、バランスの良
い「食」を選択する力を身に付け、健
全な食生活を実践できる力を育むこ
とです。この機会に、ご自身やご家
族の食生活を見直して食育に取り組
んでみませんか。

熱中症に気をつけましょう！
　長時間、屋外で直射日光にさらさ
れたり、蒸し暑い場所にいたりすると
熱中症になります。体内の塩分や水
分が不足している状態になり、体温が
急上昇、さらに体温調整が出来なく
なり脱水症状を起こしてしまいます。
熱中症にならないために
・こまめな水分補給
・エアコンや扇風機の利用
・暑いときは無理をしない
・涼しい服装
・外出時には日傘・帽子

定期健康相談・栄養相談

6 月 10 日㈮
午前中

※要予約

が
ん
検
診

乳幼児健診
各教室の案内は

「すくすく子育て」
（ｐ10）へ
移動しました。
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市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）
休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）

［診療日］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

［診療日］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）

※ 8 時（夜間診療は 15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表
されている場合は休診、8 時（夜間診療は 15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。
« 発熱で受診される方へ » ※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
　　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査など各種検査は実施できません。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTT プッシュ回線）☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか　☎＃ 7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　　　　　　　　　　　　　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

藤井寺保健所　※祝日等の関係で受付のない日があります。
藤井寺市藤井寺 1-8-36　☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479
ＨＩＶ・梅毒即日検査�（梅毒検査のみは不可、結果は 1 ～ 2 時間後）第 1 ～ 3 ㈬ 9:30 ～ 10:30【無料・匿名可】
※夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施。詳しくは保健所へお問い合わせください。
こころの健康相談【無料・要予約】（こころの病気、アルコール依存症などに精神科医、精神保健福祉相談員が応相談）
医療機関に関する相談　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15 ／ 13:00 ～ 16:00【無料】
生活衛生室  ☎ 072-952-6165
水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料・要予約】
腸内細菌検査（赤痢菌、チフス菌、パラチフスA菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌O157）㈪～㈬9:30～12:00【有料】
ぎょう虫卵検査　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00【有料・要予約】

【HIV 検査普及週間（6 月1 日～7 日）】
　エイズ発症を抑え遅らせるには、HIV感染を早期発見し治療を開始することがとても重要です。藤井寺保健所では、無料・匿名・
予約なしで即日検査を行っています。希望者には梅毒検査も行っています。
■■問問    藤井寺保健所地域保健課　☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479

きらききらきららシニシニアアきらききらきららシニシニアア 地域包括支援課　☎072-947-3822（直通）地域包括支援課　☎072-947-3822（直通）

スマホ教室開催　団体募集
とき 6 月1日㈬～令和 5 年 3 月 31日

対象
市内の高齢者団体・グループ

（10 ～15人）
定員 10 団体程度
場所 各団体で用意してください。
内容 ①体験編　②基礎編

申込

地域包括支援課の窓口または電話で
申込み。（令和 5 年1月 31日まで）
※ 教室開催希望日時の2カ月前には、

申し込みをお願いします。

各教室を受講される方へ
・ 当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状の

ある方は参加できません。
・ 新型コロナウイルスの影響で中止または延

期になる可能性があります。

熟年元気教室　－暑さに負けない体コース－
　「食欲がない」「体がだるい」などは夏バテの症状です。暑い夏でも元
気で過ごすポイントを学びましょう。

とき 6 月 14 日㈫ 10:00 ～ 11:30 頃
場所 市役所別館 2 階 研修室 費用 無料
対象 65 歳以上の市民 定員 10 人程度（先着順）
持物 筆記用具、飲み物、マスク、　眼鏡（必要な方のみ）
申込 地域包括支援課の窓口または電話で申込み。（6 月 1 日㈬ 9:00 ～）

高年生きがいサロン 5 号館 はびきのウェルネス教室
　有酸素性運動と筋トレを交互に行うサーキットトレーニングで健康
寿命を延ばそう！

とき 7 月 1 日～ 9 月 30 日までの毎週㈮　① 9:30 ～　② 11:00 ～
場所 高年生きがいサロン 5 号館 費用 無料

対象
65 歳以上の市民　※医師から運動制限を受けて
いる方、ご自身で来所できない方を除く

定員
各10 人

（抽選）

申込
生きがいサロン 5 号館の窓口または電話で申込み。

（6 月 1 日㈬～ 17 日㈮ 9:00 ～ 17:00）☎ 072-931-6010（直通）
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街かどから・・・

大阪府健康づくりアワード 優秀賞受賞
　特定非営利活動法人は
みんぐ南河内様が、積極的
に健康づくり活動を行っ
ている団体として、地域
部門優秀賞を受賞されま
した。
　はみんぐ南河内様は食べる喜びを暮らす喜びへ、食と食
環境の整備、生活の質の向上に向けた支援を目的とされ活
動をされています。

LIC はびきの アートで事故防止
　4月 12日㈫、LIC はびきのの路面へ大
きな花壇のトリックアートを描いていただ
きました。
　今回アートを描いたプロチョークアー
ティスト�アオ様は、大阪市内の障害者就労支援施設でト
リックアートなどを教えておられ、今回はその方々と合同
での作業でした。
　今回のアートは、新しい観光スポットとしてだけでなく、
段差に注意を促し、安全確保にも繋がります。

大阪府人権擁護士の資格取得
　塩見能和様が、およそ 7
カ月の研修期間で人権に関
する80科目を履修し、大阪
府人権擁護士の資格を取得
されました。
　大阪府人権擁護士は、人権
相談員をサポートし、人権課題を早期に解決に結びつける
とともに、人権侵害を未然に防止する役割を担っています。

少年軟式野球大会 結果発表
　3 月 27 日㈰～ 4 月17 日㈰にかけて、
石川スポーツ公園第 4 グラウンドにて、羽
曳野市少年軟式野球連盟 第 44 回羽曳野
市長杯大会 第 3 回ナガセケンコー杯が開
催され、熱戦が繰り広げられました。

A クラス Jr クラス
優　勝 羽曳野イーグルス ホワイトベアーズ
準優勝 ホワイトベアーズ 羽曳野イーグルス
第 3 位 島泉ファイブボーイズ

令和 4 年度 羽曳野市緑の少年団入卒団式
　4月 3日㈰、市役所
で緑の少年団入卒団式
が開催されました。式
典には新入団生 4名、
卒団生 1名を含む 13
名が参加しました。
　伊藤副市長より団員
へ「緑を増やす活動を通してたくさんのお友達をつくり、
心豊かな人になって下さい」とのあたたかい言葉が贈られ
ました。
　そのあと新入団員生や在団員生の紹介、こども水源の森
サミットで放映された動画の紹介などを行いました。
また、式典終了後にミニトマトの植え込みを行い、楽しい
ひと時を過ごしました。

ビオトープでザリガニ釣り
　羽曳が丘9丁目公園で羽曳が丘幼稚園、白鳥幼稚園の園
児がメダカの稚魚の放流とザリガニ釣りを地域の皆様と行
いました。公園内のビオトープは地域の団体の皆様が日頃
手入れしてくださっており、子どもたちはザリガニが釣れ
ると大盛り上がりで楽しみました。

◀
5
月
9
日
㈪
、
市
役
所
に
て

◀
4
月
13
日
㈬
、
市
役
所
に
て

災害時避難所職員用ビブスの寄贈
　セルビスグループ様から災害
時避難所職員用ビブス125枚
を寄贈いただきました。温かい
お心遣いに感謝いたします。
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・・・TOPICS
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< 向野 >< 羽曳が丘西 >

< 西浦 >
母親の
遥さん

母親の
尚子さん

母親の
志乃さん

母親の
歩さん

野
の ぐ ち

口 稀
き お

央ちゃん

須
す み

美 堪
か ん た

太ちゃん

産まれてきてくれてありがとう♥
元気いっぱい育ってね

元気もりもり！大きくなってね！

生まれてきてくれてありがとう！
笑顔いっぱいで過ごしていこうね！

< 羽曳が丘 >淡
だ ん の

野 陽
は る と

斗ちゃん田
た ぶ ち

渕 優
す ぐ は

葉ちゃん
令和3年6月1日象生まれ

令和2年8月27日象生まれ

令和2年11月7日象生まれ 令和3年5月31日象生まれ

< 野 >
母親の
裕菜さん

生まれてきてくれてありがとう♪
元気にすくすく育ってね♥

植
う え き

木 陽
ひ な

愛ちゃん
令和3年11月7日象生まれ

< 西浦 >
祖母の
久枝さん

大好きな孫のまなかちゃんです★
三人の兄達と仲良く元気に遊ぼうね！

令和2年12月28日象生まれ

パパとママのもとに産まれてきてくれて
ありがとう、すーちゃん大好きだよ♥

辻
つじ

 愛
ま な か

佳ちゃん

エムエスエイ株式会社 様
「災害時における物資の
供給協力に関する協定書」

羽曳野市社会福祉協議会 様
「羽曳野市災害ボランティア

センターの設置及び運営に
関する協定書」

災害時における協定書を締結スタンド式検温器の寄贈
　企業ボランティア「Daigas グループ “小さな灯” 運動」
を展開する大阪ガスネットワーク株式会社�様からスタンド
式検温器2台を寄贈頂きまし
た。温かいお心遣いに感謝いた
します。
　「小さな灯」運動は、昭和56
年に発足され、社会福祉向上の
ため活動をされています。

抗原検査キットの寄贈
　新型コロナウイルス感染症対策に活用してほしいとの趣
旨から、E-スポーツチーム�STYLE様より抗原検査キット
をご寄贈いただきました。温かいお心遣いに感謝いたしま
す。
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　市が提供する行政サービスは、基本的に税という形で広く市民の皆様に負担していただいていますが、施設の利用や各種証明書の交付な
どについては、市民の皆様が受けるサービスに違いがあるため、受益者負担の考えのもと、使用料や手数料という形で、その費用の一部を
利用者の皆様に負担していただいています。この使用料や手数料については、「持続可能な行財政運営」や「サービスを受ける方と受けない
方との負担の公平性」の観点から、適切なご負担をお願いする必要があります。令和３年度において、サービスに要するコストや近隣自治
体との均衡なども考慮しながら、長年据え置かれていた使用料や手数料について見直しを行いました。
　見直し後の料金については、各種手数料は令和４年１０月１日から適用し、下水道使用料はさらに半年間据え置き令和５年４月１日から適
用します。今後、各担当課の窓口やウェブサイト等においても十分な周知を行ってまいりますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いい
たします。詳しくは各所管課へお問い合わせください。

主な使用料・手数料の改定一覧 　　　　　　　　　　　　　　　　※コンビニ交付サービスでは住民票除票、戸籍の除附票の交付はできません。

所管課 使用料・手数料の名称 単位 使用料・手数料の額 適用日現行 改定後

市民課

戸籍の全部・個人事項証明（コンビニ交付） 1通 400円 450円

令和４年
１０月１日

住民票記載事項証明
（除票の記載事項証明を含む） 1通

200円 300円

住民票の写し（コンビニ交付含む）※ 1通
戸籍の附票の写し（コンビニ交付含む）※ 1通

印鑑登録証明書（コンビニ交付含む） 1件
身分証明書 1件

埋火葬に関する証明 1件
独身証明書 1件

税務課

所得証明書、課税証明書、住民税決定証明書
（コンビニ交付含む） 1件

納税証明書 1件
固定資産税評価証明書・固定資産税公課証明書 1件 200円1筆・1棟追加ごとに100円 300円１筆・１棟追加ごとに100円

関係課 その他の証明等 1件 200円 300円

福祉指導監査課

居宅介護支援事業　審査事務 1件 － 新規 30,000円　更新 10,000円
介護予防支援事業　審査事務 1件 － 新規 30,000円　更新 10,000円

地域密着型サービス事業　審査事務 1件 －
新規 30,000円　更新 10,000円

（地域密着型介護予防サービス事業と同時
新規35,000円・同時更新10,000円）

地域密着型介護予防サービス事業　審査事務 1件 －
新規 30,000円　更新 10,000円

（地域密着型サービス事業と同時新規
35,000円・同時更新10,000円）

健康増進課 休日急病診療の診断書・証明書等 1通 1,000円 1,500円
下水道総務課 下水道使用料 － － 25％プラス 令和５年４月１日

≪問合せ≫ 　行財政改革推進課

●羽曳野市情報公開条例第20条及び羽曳野市個人情報保護条例第39条の規定により、情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況に
ついて、次のとおり公表します。令和3年度の運用状況は、下記のとおりです。なお、実施機関別などの詳細については、市ウェブサイト（総
務部総務課内）のページでご覧いただけます。

●開示請求件数および処理状況
請求件数 33
請求者数 18
取下げ件数 1
決定件数 36

処理状況

開示 19
部分開示 11

不開示 (内不存在 ) 5(4)
存否不応答 1
却下 ( 対象外 ) 0

開示率 86%

1. 保有個人情報開示請求等件数および処理状況

請求
件数

請求
者数

取下げ
件数

決定
件数

処理状況

開示 部分
開示

不開示
(内不存在 )

存否
不応答 却下

開示請求 30 29 0 30 17 13 0(0) 0 0
訂正請求 0 0 0 0 0 0 0(0) 0 0
利用中止請求 0 0 0 0 0 0 0(0) 0 0

2. 開示請求開示率　100%
3. 個人情報取扱事務の件数　219 件 ( 令和 4 年 3 月 31日現在 )

※1件の開示請求に対して複数の決定を行った案件があります。

※開示率＝ ( 開示件数＋部分開示件数 ) ÷ ( 開示件数＋部分開

示件数＋不開示件数 )×100

Ⅲ 不服申立ての処理状況

区分 申立
件数 却下 棄却 全部

容認
一部
容認 審理中 取下げ

公文書開示請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報開示請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報訂正請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報利用中止請求 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ 情報公開制度の運用状況 Ⅱ 個人情報保護制度の運用状況

情報公開制度情報公開制度

≪問合せ≫ 　総務課

使用料・手数料を改定します使用料・手数料を改定します
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LICはびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅�しらとりの郷・羽曳野総合棟
（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷�グラウンド・ゴルフ場
（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、�図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  
【日曜窓口】マイナンバーカードの受け取り、電子証明書更新手続き

とき 6 月 5 日㈰ 9:00 ～ 12:00

場所 ①市民課（市役所本館 1 階 2 番窓口）　②支所
※交付通知書（はがき）に記載の場所で受取り

＜マイナンバーカードの受け取り＞

持物
・交付通知書（はがき）・通知カード・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・ 本人確認書類（運転免許証などの顔写真つきの書類なら 1 点。それ以

外の書類は 2 点以上）
＜マイナンバーカードの電子証明書更新手続き＞
持物 ・マイナンバーカード　・更新通知書
※上記以外の業務は行いません。　※原則ご本人様が受け取り者です。
※必要書類に不足があると受け取ることができません。
※日曜窓口は混雑により、待ち時間が長くなることが予想されます。
※駐車場が混雑しますので、できる限り公共交通機関や自転車などをご利用ください。
※日曜窓口ではオンライン予約は対応しておりません。
■■問問 市民課 ☎ 072-958-1111内線1670／支所 ☎ 072-955-0583

マイナンバーカード申請サポート（写真撮影から申請まで）
◦森のゆうびん局（受付：市民課）平日 9:00 ～ 17:00
◦石川プラザ（2 階 集会室）6 月 7 日㈫ 10:00 ～ 16:00
◦ MOMO プラザ（2 階 集会室）6 月 23 日㈭ 10:00 ～ 16:00
※新型コロナウイルスなどの事情で施設が閉館している場合は中止
≪申請に必要なもの≫
・ 個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発行申請書（自宅に送付された通知

カードに附属していた申請書部分）※市役所、支所で再発行可。
・本人確認書類（免許証、健康保険証など）
■ ■ 問問 市民課

特定外来生物クビアカツヤカミキリにご注意を
　幼虫が桜、梅、桃などのバラ科の樹木に寄生し、4 月頃から
8 月頃までフラス（木くず・糞の混合物）を排出します。加
害が進むと、枯死や落枝、倒木におよぶことがあります。農
作物や生態系に被害が拡大されることも懸念されています。

【クビアカツヤカミキリを発見したら】
写真を撮るなどし、下記問い合わせ先までご連絡ください。成虫は、まん延防
止のため、捕殺をお願いします。（生きたまま持ち運ぶのは法律により禁止され
ています。）

■■問問 大阪府 みどり企画課　☎ 06-6210-9557
　 羽曳野市 みどり推進室　☎ 072-947-3707

◦体長 2 ～ 4cm
◦光沢のある黒色
◦首の部分が赤い

成虫の拡散防止のため、防虫ネット施工や
被害樹へ薬剤注入をお願いします。
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令和 4 年度 厚生労働省主催 慰霊巡拝事業
実施地域 実施期間 派遣予定人員 申込期限
トラック諸島 10 月21日㈮～26 日㈬ 15人 6 月 6 日㈪
ミャンマー 11 月10 日㈭～18 日㈮ 15人 6 月 6 日㈪
硫黄島（1次） 11 月 8 日㈫～ 9 日㈬ 100 人 6 月28 日㈫
フィリピン（1・2・3 班）２月16 日㈭～23 日㈭ 80 人 8 月26 日㈮
硫黄島（2 次）  3月1日㈫～2日㈬ 100 人 10 月7日㈮
※参加条件、提出書類、所要額など、詳細はお問い合わせください。
■■問問    福祉総務課

男女共同参画週間【6 月 23 日～29 日】
　誰もが、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮で
きる「男女共同参画社会」を実現するためには、政府や地方公共団体だけでなく、
国民のみなさん一人ひとりの取組みが必要です。
◦令和 4 年度 内閣府「男女共同参画週間」キャッチフレーズ 最優秀作品
　「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ
◦特設女性相談を実施！詳細はｐ 27 をご覧ください。
　　象象 ■■とと■ ■ きき 6 月 10 日㈮・22 日㈬

象象
象象

■■問問    人権推進課

人権相談窓口の広域連携
　暮らしの中で起こるさまざまな人権に関する相談にお応えします。市内在住
の方でも、下記の市の相談窓口が利用できます。≪相談無料≫≪秘密厳守≫
【柏原市】人権いろいろ相談 【羽曳野市】総合相談
毎日 9:00 ～ 17:00 ※㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所所所   柏原市役所 人権推進課
☎ 072-972-6100

毎日 9:00 ～ 17:00 ※㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所所所   羽曳野市人権文化センター
☎ 072-937-0860

【藤井寺市】人権悩みの相談室 【大阪狭山市】人権いろいろ相談
㈪㈫㈬㈮㈯ ※㈷の場合も開設
9:00 ～ 12:00/13:00 ～ 16:00
■■場場■■所所所所   パープルホール 3 階
☎ 072-939-1118

毎日 9:00 ～ 17:30 ※㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所所所   大阪狭山市役所
　　 市民相談・人権啓発グループ
☎ 072-366-0011

このシンボルマークには、“男女が手を取り合っている様子をモチーフにし、
互いが尊重しあい共に歩んでいく” という願いが込められています。

犬のマイクロチップ装着について
　6 月 1 日より、ペットとして飼育
される犬と猫に、個体識別のための
マイクロチップ装着が努力義務とな
ります。（※販売業者等は義務）
◦飼犬登録を行っている犬がマイク
ロチップを装着しデータの登録を行
った場合は、登録時にお渡しした鑑
札をお返しいただきます。
◦飼犬登録を行っておらず、新たに
マイクロチップを装着しデータの登
録を行う場合は、狂犬病予防法に基
づく登録手数料（3,000 円）が別途
必要となります。この場合、鑑札は
発行されません。
◦マイクロチップを装着せず、狂犬
病予防法に基づく登録を行う場合は
従来どおり、環境衛生課で手続きと
登録手数料（3,000 円）の支払いを
してください。環境衛生課にて鑑札
を発行します。
■■問問    環境衛生課

令和 5 年度 使用教科用図書展示会
■■とと■ ■ きき 6 月 6 日㈪～ 7 月 1 日㈮
9:30 ～ 17:00 ※㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所所所   LIC はびきの 2 階 教育研究所内
■■問問    学校教育課

6 月1日は「人権擁護委員の日」
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱
した民間の人たちです。地域の中で
人権思想を広め、私たちの問題解決
のお手伝いをしてくれます。
羽曳野市の人権擁護委員（順不同）
内本 令子 南恵我之荘
北辻 幾身 東阪田
二宮 博直 羽曳が丘西
尼丁 正寄 高鷲
松井 永徳 通法寺
疋田 和男 羽曳が丘西
澤 隆文 伊賀
山本 稔 古市
遠藤 京子 野々上
■■問問    人権推進課

三井住友銀行、みずほ信託銀行
公金納付の取扱い変更のご案内
　7 月 1 日以降、三井住友銀行、み
ずほ信託銀行の窓口では、税・公金
の納付ができません。（三井住友銀
行では、口座振替のみ利用可。）
　詳細は、各銀行の支店および市の
税・公金の担当課にお問い合わせく
ださい。
税・公金の取扱い金融機関や問い
合わせ先は、納入通知書などをご
確認ください。また、手続きも簡
単で便利な口座振替をぜひご利用
ください。
■ ■ 問問 出納室

マスクのポイ捨てはおやめください
　マスクのポイ捨ては、景観を損な
うだけでなく、新型コロナウイルス
やインフルエンザなどの感染リスク
が高まる恐れがあります。また、一
般的に、不織布マスクの多くは、ポ
リプロピレンが原材料として使われ
自然分解するまでに約 450 年かか
り、自然環境へのダメージも大きい
ものとなっています。
　感染拡大防止および清潔な環境の
保全のため、しっかり袋を閉じても
えるごみとして廃棄してください。
■■問問    環境衛生課
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

６月は「児童手当」の支給月です
　6 月 10 日㈮に、受給資格者の指
定口座に児童手当（令和 4 年 2 月～
5 月分）を振り込みます。
所得制限額未満
①０歳～３歳未満
　（誕生日月まで）15,000 円
②３歳～小学校修了前
　（第１子・第２子）10,000 円
③３歳～小学校修了前
　（第３子以降）15,000 円
④ 中学生（一律）　10,000 円
所得制限額以上
児童１人あたり　5,000 円
※出生順位の数え方は、18 歳に達
した日以降の最初の 3 月 31 日ま
でのお子さんのうち最年長の子から

「第１子」として数えます。
■■問問    子育て給付課
☎ 072-947-3836（直通）

6 月は「就職差別撤廃月間」です
　就職の面接で、本人や家族の出身
地・職業、思想・信条などについて
質問することは、就職差別につなが
る恐れがあります。就職の機会均等
を保障することの大切さについてご
理解をお願いします。
【就職差別 110 番】
採用面接時等の差別について、相
談、関係機関の紹介等を行います。
☎ 06-6210-9518（月間中［閉庁
日除く］10:00 ～ 18:00）
メール rodokankyo-g03@sbox.pref.
osaka.lg.jp（月間中随時）
■■問問  込大阪府商工労働部雇用推進室

水道週間【6 月1日～7 日】
今年の水道週間スローガン

「大切な 水と一緒に 暮らす日々」
　この機会を通して
市民の皆様一人ひと
りに水質保全や水の
大切さを理解してい
ただくとともに、将
来に向かって、大切
な資源である “いのちの水” につい
て関心を更に深めていただくようお
願いします。
■■問問    水道局 総務課総務担当

6 月から児童手当制度が一部改正されます
◦現況届が原則提出不要になります。
ただし、一部の受給者については今まで通り現況届の提出が必要となります。
対象の方へは現況届を送付しますのでご提出ください。
◦ 所得制限限度額の他に、新たに所得上限限度額が設けられます。

児童手当所得制限限度額表
扶養親族数 ①所得制限限度額 ②所得上限限度額

なし 622 万円 858 万円
1人 660万円 896 万円
2 人 698 万円 934 万円
3人 736 万円 972 万円

4 人以上 1人ごとに 38 万円加算 1人ごとに 38 万円加算
※扶養親族数は令和 3 年分の所得申告に伴う扶養親族の人数です。
※ 所得額から諸控除額を差し引いた額が上記①以上②未満の場合、特例給付（支

給対象児童１人あたり月額一律 5,000 円）の支給対象となります。
※  10 月支給分（6 ～ 9 月分）から、主たる生計維持者の所得が上記②以上の場合、

資格消滅となり児童手当等は支給されません。
※ 所得が所得上限限度額以上となり消滅となった後、所得要件を満たした方は

改めて認定請求の手続きが必要です。
詳細は、市ウェブサイトをご覧ください。
【公務員の方へ】公務員の場合は、勤務先から児童手当が支給されます。
以下の場合は、その翌日から 15 日以内に子育て給付課と勤務先に必ず届出し
てください。※申請が遅れますと、遅れた月分の手当が受けられなくなります。
◦公務員になった場合　◦退職等により、公務員でなくなった場合
◦公務員ではあるが、所属先の官署に変更がある場合
■■問問  子育て給付課　☎ 072-947-3836（直通）

≪ 8 月実施予定≫ 特定計量器の定期検査について
　商店や病院・薬局など、はかりを使った取引や証明
行為を行っている事業所は、２年に 1 度、はかりの検
査を受けることが義務づけられています。
　取引・証明に利用できるはかりには検定証印や基準適合証印が付されていま
す。令和２年の定期検査を受けていない場合や、新しく計量器を購入された場
合も定期検査の対象となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
■■問問  込産業振興課　☎ 072-947-3726（直通）

　教えて消費生　教えて消費生活Q＆A活Q＆A 　 　～定期購入の法律改正について～～定期購入の法律改正について～

Q. 「ワンコイン」でお試しというネット広告を見て、化粧品を注文

したら定期購入になっていた。広告画面からは定期購入とわか

らなかったので、初回で解約できないだろうか。

A. 定期購入に関して、6月1日から法律が一部改正されます。

ネット通販で注文する際は、下記も意識して慎重に申し込みましょう。

①  消費者が最初にアクセスする画面には、定期購入契約期間・内容・解約条件

の表示が義務付けられます。

②  申込確認画面で、定期購入の期間や複数回分の総額表示が義務付けられます。

このような表示がなく、定期購入ではないとウソの表示を見て6月1日以降申し

込んだのであれば、申込取消が認められます。

【消費生活相談】㈪～㈮10:00 ～12:00／13:00 ～15:30（相談受付）　まず
は電話でお問い合わせください。
■ ■ 問問 消費生活センター（市役所本館２階）　☎ 072-947-3715（直通）

基準適合証印検定証印
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市・府民税の証明書発行
　市・府民税の所得・課税（非課税）
証明書は 6 月 1 日㈬ 9:00 から発行
できます。［手数料：1 通 200 円］
【市役所・支所での発行】
免許証などの本人確認ができる書
類が必要です。同一世帯外の方の
証明書を取得される場合は、別途
委任状が必要です。

【コンビニ交付サービス】
セブン - イレブン・ローソン・フ
ァミリーマート・ミニストップ
※サービス利用登録をした住民基
本台帳カードまたは利用者証明用
電子証明書を搭載したマイナンバ
ーカードが必要です。
■■問問    税務課 市民税担当

市・府民税の納税通知書
および納付書の発送

【公的年金からの天引き（特別徴収）】
【ご自身で納める方（普通徴収）】
6月7日㈫に発送を予定しています。
※非課税の方には発送されません。

【給与からの天引き（特別徴収）の方】
5 月中旬にお勤め先の事業所へ個人
用の納税通知書を発送しました（非
課税の方含む）。事業所から受け取
られていない場合は、お勤め先の給
与担当者へご確認ください。
※問い合わせの際は、個人特定のた
め、お手元に納税通知書をご用意く
ださい。※納税通知書の再発行は致
しかねますので、ご注意ください。
■■問問    税務課 市民税担当

新築・増築家屋の訪問調査
　新築・増築された家屋の固定資産
税額を算出するため、訪問調査を行
っています。家屋全体（収納スペー
スを含む）が調査の対象となります。
　なお、登記申請をされずに家屋を
新築・増築・取壊したときは、届出
書の提出が必要です。
訪問調査は、事前に日程を通知し
た上で、身分証を携帯した評価補
助員（税務課職員）が行います。
不審に思われたときは、身分証を
確認または税務課まで問い合わせ
ください。
■■問問    税務課 固定資産税担当

駐車場の適正利用にご協力ください
　障がい者や高齢者など移動に配慮
を要する方々が安心して外出できる
よう、公共施設や商業施設などにお
ける車いす使用者用の駐車区画等を
ご利用いただくための利用証を大阪
府が交付しています。
【申請に必要な書類】
◦ 障がい者等用駐車区画利用証交

付申請書
◦ 申請に必要な書類（身体障がい

者手帳、療育手帳、精神障がい
者保健福祉手帳、特定医療費（指
定難病）受給者証等、介護保険
被保険者証、母子健康手帳、医
師の診断書・意見書等）の写し

◦ 利用証を郵送するための切手
（140 円）

◦利用証（更新申請時）
詳細は、「大阪府障がい者等用駐車
区画利用証制度について」で検索。
■■申申■ ■ 込込・■■問問  大阪府 障がい福祉企画課
権利擁護グループ
〒 540-8570 大阪市中央区大手前２
☎ 06-6944-2362
FAX 06-6942-7215

令和 4 年度（第 25 回）大阪府
介護支援専門員実務研修受講試験
■■とと■ ■ きき 10 月 9 日㈰ 10:00 ～ 12:00
■■対対 ■■象象象象   医師、看護師、介護福祉士等
の試験対象の国家資格等に基づく業
務および相談援助業務のうち、施設
等において必置とされている相談援
助業務に 5 年以上かつ 900 日以上
の実務経験を有する者。（国家資格
等に基づく業務の場合は、資格登録
日以降の実務経験で、5 年以上かつ
900 日以上の実務経験を満たす必要
があります。）

［申込書配布場所］
府内保健所、高年介護課、支所など
■■申申■ ■ 込込 5 月 30 日㈪～ 6 月 27 日㈪
簡易書留のみ（当日消印有効）
■■問問    （一財）大阪府地域福祉推進財団
ケアマネ係　☎ 06-6763-8044

主な税制改正について
◦住宅借入金特別控除（住宅ローン
控除）の特例の延長
控除適用期間 13 年間の特例措置を
延長し、下記期間に契約した場合、
令和 4 年 12 月 31 日までの入居者
を対象とすることとなります。
新築（注文住宅）
令和 2 年 10 月 1 日～令和 3 年 9 月 30 日
分譲住宅や増改築
令和 2 年 12 月 1 日～令和 3 年 11 月 30 日
また、上記に該当する場合で、合計
所得金額が 1,000 万円以下の者につ
いて、床面積が 40 ㎡以上 50 ㎡未
満である住宅も対象となります。
◦セルフメディケーション税制の見直し
対象となる医薬品を見直すととも
に、セルフメディケーション税制が
5 年延長されます。見直し後の制度
は、令和 4 年分の確定申告から適用、
市・府民税では令和 5 年度分に該当
します。
※詳細は、市ウェブサイトでご覧く
ださい。
■■問問    税務課 市民税担当

国民健康保険料等のお知らせ
◦令和 4 年度国民健康保険料納入通
知書を 6 月中旬にお届けします。
令和 3 年中の所得と令和 4 年度の保
険料率をもとに世帯の年間保険料を
計算し、1 期（6 月）から 10 期（翌
3 月）までの 10 回に分けて納めて
いただきます。詳細や納付方法は、
納入通知書に同封しているしおりを
ご覧ください。
◦子ども（未就学児）の国民健康保
険料が減額されます。
令和 4 年度から未就学児の国民健康
保険料の均等割額が 5 割軽減となり
ます。申請の必要はなく、軽減適用
後の納入通知書をお送りします。
◦収入減少等による減免申請
市役所窓口での申請が困難な方は、
電話にてお問い合わせください。
◦ 8 月 1 日更新の「国民健康保険高
齢受給者証」を 7 月下旬にお届けし
ます。
■■問問    保険年金課 資格賦課担当
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－ 募 集 －  イベントスペース貸出します
　出店やイベントで使用できるスペ
ースの貸出を行っております。
■■申申■ ■ 込込・■■問問  道の駅しらとりの郷
☎ 072-957-6900

（9:30 ～ 18:00、㈭定休）

2022 年度国家公務員採用
一般職試験（高卒者試験）
■■とと■ ■ きき 9 月 4 日㈰　■■場場■■所所所所   大阪市ほか
■■申申■ ■ 込込 インターネット申込
　　 （6 月 20 日㈪～ 29 日㈬）
詳細は、人事院ウェブサイト「国家
公務員試験採用情報 NAVI」へ
■■問問  人事院近畿事務局 試験第二係
☎ 06-4796-2191

会計年度任用職員募集
詳細はウェブサイトから⇒
◦ 市立保育園、幼稚園等職員（幼稚

園講師・保育士・看護師・調理補
助等）

市立保育園夏季アルバイト募集（保育補助）
【勤務時間】問い合わせください。
■■対対■■象象象象    保育士資格を有する方
　　 学生（高校生不可）は資格不問 ※保育士養成課程を専攻している方を優先象象
■■定定■■員員   20 人程度　■■申申■ ■ 込込 6 月 1 日㈬～ 30 日㈭
■■そそ■■のの■■他他   採用後、任用書類一式と検便を提出
詳細は 6 月 1 日㈬からこども政策課で配布する募集要項をご覧ください。
■■問問  込こども政策課

放課後児童支援員・補助員募集【社保有・期末手当有】
【勤務時間】週 5 日（平日 12:45 ～ 17:45、学校休業日等 8:30 ～ 17:15）
【任用期間】勤務可能日～令和 5 年 3 月 31 日（再度の採用あり）
■■対対■■象象象象   不問　※資格の有無で報酬に違いがあります。　■■定定■■員員   若干名
■■申申■  ■  込込 会計年度任用職員採用試験申込書を社会教育課へ提出 ※郵送不可
※詳細は社会教育課窓口にある募集要領または市ウェブサイトをご覧ください。
■■問問  込社会教育課

大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校 10 月入校生募集！
一般科目 障がいのある方を対象とした科目
◦ビル設備管理科（定員 40 人）
◦ビルクリーニング管理科（定員 30 人）
◦建築内装 CAD 科（定員 20 人）

◦キャリアチャレンジ科（定員 5人）
◦ジョブステップ科（定員 5人）
◦ワークアシスト科（定員 20 人）

見学会・入校ガイダンスを実施します。【要事前予約】
詳細は「夕陽丘校」と検索またはお問い合わせください。
■■問問  込大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校　☎ 06-6776-9900

－ 催 し －  大阪菊花会 福助菊苗販売
■■とと■ ■ きき 7月25 日㈪13:00 ～
■■場場■■所所所所   陵南の森・藤棚の下
■■問問  大阪菊花会（芝田）
携帯 090-1890-0955
みどり推進室
☎ 072-947-3707（直通）

陵南の森グラウンドゴルフ愛好会
無料体験会
　初心者歓迎。指導員が丁寧に教え
ます。
■■とと■ ■ きき 毎週㈫ 9:00 ～11:00
　　　　 ㈮13:00 ～15:00
■■場場■■所所所所   陵南の森運動広場
■■対対■■象象象象  市内在住の 60 歳以上の方
■■￥￥   象象半期（6 カ月）1,200 円
■■申申■ ■ 込込・■■問問  衣川 ☎ 072-953-2689

月例見学会「『鎌倉殿』の先祖の地、
河内国石川郡壺井の郷を巡る」
■■とと■ ■ きき 6 月19 日㈰10:00 集合（少雨
決行）　■■場場■■所所所所   駒ヶ谷駅
■■￥￥   象象200 円（資料代など）　
■■申申■ ■ 込込 事前申込不要・昼食持参
コース：駒ヶ谷駅 ~大黒寺 ~（壺井御旅山古墳）
~ 通法寺跡・源頼義墓 ~ 通法寺裏山古墳 ~
源義家墓・源頼信墓 ~ 壺井八幡宮（昼食）~
飛鳥戸神社~ 観音塚古墳 ~上ノ太子駅（15:30
解散予定・約 8km）
■■問問  NPO 法人フィールドミュージアム
トーク史遊会 事務局（至田）
携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

● 本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」を
カーシェアでお得に周遊しませんか
　大阪唯一の世界遺産「百舌鳥・古
市古墳群」への周遊促進および周辺
エリアの活性化のため、大阪府はタ
イムズモビリティ株式会社および関
係各市と連携協定を締結しました。
　7月に世界遺産登録 3 周年を迎え
るにあたり、JR 西・南海・近鉄の協
力のもと 6 月 9 日㈭から 8 月 31日
㈬まで、カーシェアリングや周辺施
設をお得に利用できるキャンペーンを
実施します。
◦レール＆カーシェア優待
◦ドライブチェックインサービス
◦対象施設での優待
■■問問  タイムズモビリティ株式会社
☎ 0120-20-5037
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市民後見人養成講座オリエンテーション
　認知症などで判断能力が十分でない方の権利を擁護するため、財産管理・身上
監護などを行うのが成年後見人です。だれもが住み慣れた地域で安心して暮らす
ことのできる社会の実現をめざし、社会貢献に意欲と熱意のある市民の方を対象
に「市民後見人養成講座」を開催します。≪無料≫
オリエンテーション実施日時・場所
6 月11日㈯ 10:00 ～12:00 高槻市役所総合センター14 階 C1401会議室
6 月11日㈯ 14:00 ～16:00 布施駅前市民プラザ 多目的ホール
6 月18 日㈯ 14:00 ～16:00 大阪府社会福祉会館 3 階 301
6 月25 日㈯ 14:00 ～16:00 門真市役所本館 2 階 大会議室
6 月25 日㈯ 14:00 ～16:00 田尻町総合保健福祉センター
6 月27日㈪ 14:00 ～16:00 富田林市きらめき創造館 2 階 グループ活動室
7月2日㈯ 10:00 ～12:00 豊中市すこやかプラザ多目的室
7月2日㈯ 14:00 ～16:00 岸和田市立福祉総合センター3 階大会議室
■■対対■■象象象象    「オリエンテーション」はどなたでも。「養成講座」は市内在住または在勤、

満 25 歳以上 70 歳未満など要件があります。
■■申申■ ■ 込込 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 地域福祉部 権利擁護推進室
☎ 06-6764-7760　FAX 06-6764-7811　メール koken@pearl.ocn.ne.jp
右記 QR コードからも申し込みも可

［チラシ兼申込用紙配布先］
福祉総務課・支所、MOMOプラザ、石川プラザ、たじはやプラザ
■■問問  福祉総務課 地域福祉担当

楽しい和装教室「ゆかた」
■■とと■ ■ きき 6 月 7 日㈫・8 日㈬
　　 10:00 ～ /14:00 ～
■■場場■■所所所所   はびきの庵 円想
■■対対■■象象象象   高校生以上の女性　■■￥￥ 500 円
■■定定■■員員   各 5 人　■■申申■ ■ 込込 受付中
■■問問  ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553

● 本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、
内容の変更や、延期・中止の可能性があります。

●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

午前クラス  9:30 ～12:30
午後クラス 13:30 ～16:30

◦東教室（市役所会議室）
　《18 日㈯・19 日㈰・26 日㈰》
◦西教室（あいあいハウス［支所北隣］）
　《25 日㈯・26 日㈰》

■■対対■■象象象象   象象中学生（市内在住・在学）
■■￥￥   象象無料　
■■申申■ ■ 込込 随時受付中！
詳細は、市ウェブサイトまたは担当まで。

《大学生サポートスタッフ募集中！》
■■問問   象象政策推進課 特命事業推進室

はびきの中学生 study-O
－ 6 月の日程 －

－ 講 座 －  

定期普通救命講習
■■とと■ ■ きき 7月 9 日㈯13:30 ～16:30
※ WEB 講習修了者は14:30 ～
■■場場■■所所所所   陵南の森総合センター
■■対対■■象象象象   市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員   20 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込 電話（6 月10 日㈮ 9:00 ～）
■■問問  柏羽藤井寺消防組合 消防課
　 消防係　☎ 072-958-9937

大阪菊花会 菊花講習会
　福助作り・大菊真夏の管理・柳芽
の処理・肥料追い込み・蕾の選定・
親株の管理 他象象
■■とと■ ■ きき 6 月12日㈰13:00 ～
■■場場■■所所所所   LIC はびきの2 階 大会議室
※今年度は会場が変更になっています。
■■対対■■象象象象   どなたでも　■■￥￥   象象無料
■■問問  大阪菊花会（芝田）
携帯 090-1890-0955
みどり推進室
☎ 072-947-3707（直通）

文月茶会　茶箱で一服
■■とと■ ■ きき 7 月 3 日㈰
11:00/12:00/13:00/14:00/15:00
■■場場■■所所所所   はびきの庵 円想
■■対対■■象象象象   小学生以上　■■￥￥ 1,500 円
■■定定■■員員   各 5 人　■■申申■ ■ 込込 受付中
■■問問  ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは象象株式会社ジチタイアド象☎092-716-1401
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白鳥児童館だより（6 月）　　翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900　※駐車場はありません。
【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00 ※㈷除く ※入館人数と利用時間を制限する場合があります。
■■対対■■象象象象    小学生・保護者同伴の乳幼児
わくわく子育て広場 « どろんこあそび » みんなで遊ぼう水曜日 « バドミントン大会 »

■■とと■ ■ きき 6 日㈪ 10:30 ～ 11:30　■■持持■■物物   象象着替え、タオル ■■とと■ ■ きき 29 日㈬ 15:00 ～ 16:00 ※雨天中止　■■対対■■象象象象  小学生
■■持持■■物物   象象水筒、帽子

将棋であそぼう ハンドメイド教室 « おやつ作り「ミニパフェ」»
■■とと■ ■ きき 8 日㈬ 15:30 ～ 16:30　■■対対■■象象象象    小学生

■■とと■ ■ きき 6 月 18 日㈯ 10:00 ～ 12:00/14:00 ～ 16:00
■■対対■■象象象象  市内在住の小学 1 ～ 6 年生　■■定定■■員員   各 10 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込 電話のみ（6 月 4 日㈯ 9:00 ～）
■■￥￥ 100 円（当日持参）　■■持持■■物物   象象エプロン、三角巾、水筒

絵本のへや（絵本・紙芝居など）
■■とと■ ■ きき 13 日㈪・27 日㈪ 10:30 ～ 11:00
グラウンドゴルフであそぼう
■■とと■ ■ きき 25 日㈯ 14:00 ～ 15:00 ※雨天中止　■■持持■■物物   象象水筒、帽子

青少年児童センターだより （6 月）　向野3-1-33 　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
【一般開放】㈪～㈮13:00 ～17:00・㈯ 9:00 ～17:00（午前に事業がある日は13:00 ～17:00）　※㈷除く

こども広場「将棋教室」～興味を持った人は、気軽にご参加ください～
■■とと■ ■ きき 4 日・11 日・18 日・25 日㈯ 15:00 ～ 16:30（変更の場合あり）　■■対対■ ■ 象象象象 小学 1 ～ 6 年生
おもしろ教室「天の川タペストリー」～不織布に織姫＆彦星など七夕飾りを飾ってタペストリーの壁飾りを作ります～
■■とと■ ■ きき 11 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■ ■ 象象象象 幼児（3 歳以上）と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員   15 人（先着順）
■■持持■■物物   象象筆記用具、はさみ、のり、トイレットペーパーの芯２個　■■申申■ ■ 込込 電話のみ（6 月 1 日㈬ 9:00 ～）
子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう～　※初めての方は、電話にて事前登録が必要です。
■■とと■ ■ きき 18 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象象象  どなたでも可（3 ～ 4 歳向け）　■■場場■ ■ 所所所所 同センター体育館　■■持持■■物物   象象体育館シューズ（親子とも）

はびきの市民大学　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650
詳細は市民大学ウェブサイト、またはお問い合わせください。
植物の多様性と進化　6 月1・8・15・22・29 日㈬10:30 ～12:00
能・世阿弥の世界　6 月1・15・22・29 日・7月 6 日㈬15:00 ～16:30
越境していく文化・芸術・ライフスタイル　6 月11・18・25 日・7月2日㈯10:30 ～12:00
災害を知り、災害に備える　6 月 4・11・18・25 日・7月2日㈯13:00 ～14:30

■■場場■■所所所所   LIC はびきの 3 階 視聴覚室
■■￥￥   象象各日 800 円（当日、現金のみ）
■■申申■ ■ 込込 各講義日1週間前～前日まで
　　 （来館・電話・FAX）

公開講座 空を見上げて、雲をみよう いろんな雲を観察しよう　7月16 日㈯13:30 ～15:30
■■場場■■所所所所   LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■￥￥   象象１組1,000 円（来館・銀行振込）
■■定定■■員員   12 組（小学 3 ～ 6 年生と保護者または兄・姉の2 人1組）　■■申申■ ■ 込込 7月 9 日㈯まで ※先着順（来館・電話・FAX）
恐竜学 化石を調べると進化がわかってくる　7月28 日・8 月 4 日㈭15:00 ～16:30
■■場場■■所所所所   LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■￥￥   象象全 2 回1,000 円（来館・銀行振込）
■■定定■■員員   36 人（小学生から大人まで市内外を問わず、どなたでも）　■■申申■ ■ 込込 7月21日㈭まで ※先着順（来館・電話・FAX）

教室生募集　申込みは窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
道の駅しらとりの郷羽曳野
☎072-957-6900

市民会館
☎072-958-2311

丹治はやプラザ
☎072-937-2355

◦パークヨガ（6/1・8・15㈬）
　9:30～10:30
　1回500円

◦歌声くらぶ（第2㈫）
◦万葉集講座象㈬
◦日本書紀講座象㈬
◦シャインカービング（6/18㈯）

◦おうちパン教室【新規教室】　◦太極拳象㈬
◦女性のための瞑想・癒しヨガ象㈫　◦民踊象㈮
◦歌声くらぶ　◦癒しのストレッチポール＆ヨガ象㈮
◦リフレッシュヨガ象㈬　◦はじめてのフラダンス象㈮

ＭＯＭＯプラザ　☎072-957-5553 石川プラザ　☎072-950-2002
◦ベビーダンス　◦キッズ☆ベビーダンス　◦書を楽しむ象㈮
◦リフレッシュヨガ象㈪・㈬　◦イブニング・ナイトヨガ象㈭
◦ストレッチヨガ象㈯　◦背すじ美人象㈫
◦簡単！おうちパン　◦押し花体験教室（6/5・12㈰）
◦筆文字で作ろう！オリジナルうちわ（7/25㈪）

◦楽しい『ZUMBA』ダンス㈫
◦健康・美人大学象㈪　◦土曜ベーシックヨガ象㈯
◦やさしいヨガ象㈭　◦ママヨガ象㈫
◦ゆぅ～遊太極拳象㈮　◦フラダンス象㈫
◦背骨コンディショニング象㈮

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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はびきのコロセアム教室参加者募集　
はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123

ミニバスケットボール教室、バトントワリング教室、リフ
レッシュ体操、簡単エアロビクス教室、気功教室、しぇい
ぷ UP Lesson、マタニティビクス教室、ダンベル体操教室、
大阪エヴェッサチアダンススクール、フラダンス教室、夏
休みストリートダンス教室の参加者を募集します。詳細は
ウェブサイトをご覧ください。

ボウリングを楽しもう！象象

■■とと■■きき   象象７月２日㈯　集合13:30　開始　14:00（2 ゲーム）
　　 現地集合・解散
■■場場■■所所所所   象象ボウルアロー（近畿自動車道松原 JCT 南中央環状線沿い）
■■費費■■用用   象象1人1,100 円（申込時に持参）　■■定定■■員員   象象先着 80 人
■■対対■■象象象象   象象小学生５年生以上（小学生は保護者同伴）
■■申申■ ■ 込込 ６月４日㈯ 9:00 ～１２日㈰まで
　　スポーツ振興課またははびきのコロセアムに直接申し込み。
※土日の受付はコロセアムのみ。
■■問問   象象スポーツ振興課（市体育協会事務局）

種目別ニュースポーツのつどいを開催！
～羽曳野市スポーツ推進委員協議会主催～
気軽に行える「ニュースポーツ」を通じて、体を動かす楽しみを
感じていただけます。
また、簡易な体力測定によって、ご自身の体力を把握しましょう。

〈種目〉ファミリーバドミントン、カローリング、バウンスボール、
簡易な体力測定など
■■とと■■きき   象象6 月19 日㈰　9:30 ～11:30　上ばき持参
■■場場■■所所所所   象象市民体育館　■■費費■■用用   象象無料　■■対対■■象象象象   象象全年齢
■■申申■ ■ 込込 当日会場にて
■■問問   象象スポーツ振興課

2022 年度 羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会 
春季グラウンド・ゴルフ交歓大会結果
4 月12 日㈫、中央スポーツ公園で同大会が開催され、202
人が参加しました。結果は以下のとおりです。（敬称略）

男性の部 女性の部
優　勝 川野　博文 刀根　夕子
準優勝 　原田　一幸　 伊藤　妙子
第３位 田中　正弘 後藤　典子
第４位 堀江　清司 下川　喜久子
第５位 赤松　正義 和田　悦子

第12 回羽曳野 GGC グランドチャンピオン大会
4 月 8 日㈮、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場にて、月
例大会（昨年度）の上位 72 人で競う同大会が開催されました。
上位の選手にはカネヒラスポーツ様からグラウンド・ゴルフ用
品が贈られました。
なお、第３位と第４位の方は、同ス
コアだったためニアピンによるプレー
オフで順位が決定しました。
優 　勝：村元　奈美恵　57
準優勝：湯浅　通　59　　　第３位：西脇　敏子　60　　

（敬称略、数字は合計打数）
ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場より（６月４日）
利用時間のお知らせ
6 月 4 日㈯健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場は３市町（羽
曳野市、藤井寺市、太子町）ふれあい交流グラウンド・ゴルフ
大会開催のため、大会開催中（13:00 終了予定）は、一般利
用できませんのでご注意ください。

令和 4 年７月 20 日㈬市民プールがオープンします！
７月 20 日㈬～８月３１日㈬まで
羽曳野市立中央スポーツ公園内にて
※ご利用等に関する詳細については、
　広報７月号にてお知らせします。
■■問問   象象スポーツ振興課

－ スポーツ －  掲載の教室等については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、
延期・中止の可能性があります。

市民体育館（西浦）教室参加者募集　
市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340

ミニバスケットボール教室、朝 YOGA 教室、整ヨガ教室、
静なる瞑想　陰ヨガ教室、カラダほぐし教室の参加者を募
集します。詳細はウェブサイトをご覧ください。

セレッソ大阪を応援しよう！
「羽曳野市民応援デー」を開催します。
6 月 26 日㈰開催の清水エスパルス戦において「羽曳野市民応
援デー」を開催します。
羽曳野市在住、在勤・在学の皆さまは優待価格で入場いただけ
ます。以下の QR コードからアクセスしてください。
■対象試合　2022 明治安田生命 J1リーグ第18 節　
18:00 キックオフ＠ヨドコウ桜スタジアム

■■問問   象象セレッソ大阪事務局（代行事務局）☎ 06-6123-8155

救命に必要な応急手当の基礎実技、心肺蘇生法の講習会
■■とと■■きき   象象① 6 月 25 日㈯　②7月 2日㈯　両日13:00 ～16:00
■■場場■■所所所所   象象はびきのコロセアム サブアリーナ
■■定定■■員員   象象各日 50 人　計100 人　■■￥￥ 無料　
■■申申■■込込   象象５月 30 日㈪～６月13 日㈪
スポーツ振興課窓口（メール・FAX 可、事前申込制、当日参加不可）
※申込時に参加希望日、お名前、フリガナ、性別、年齢、住所、
連絡先の記載をお願いします。
ＦＡＸ 072-956-7196      メール sports-shinkou@city.habikino.lg.jp
申し込みの際には、必ず受講希望日時（上記①、②）をお伝え
ください。
※今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため人数を減らし
ての開催となります。希望日時は先着順となりますので、ご希
望の日時に受講できない場合があります。ご了承ください。
■■問問   象象スポーツ振興課
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公益社団法人 羽曳野市シルバー人材センター 野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

シルバー会員募集中
■■対対■■象象象象     象象市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲があり、事業趣旨に賛同してい

ただける方。
■■入入■■会会     象象入会説明会（必須）後、申込書類・（※）年会費 2,000 円を期日までに

提出してください。（※）令和 4 年 4 月分～令和 5 年 3 月分（入会日から
1年分ではありません。）

≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内など　※出張の説明会も実施。
市役所別館2階�研修室 6月7日㈫・7月12日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ�研修室 6月17日㈮・7月22日㈮13:30 ～

介護職員初任者研修講座（旧ホームヘルパー2 級課程に相当）
【開催予定】 日程が決まり次第、掲載します。
［第 3 回］10 月～　［第 4 回］令和 5 年 1 月～
■ ■ ￥￥ 一般 39,400 円、シルバー会員・学生 30,400 円（税・テキスト代込）

羽曳野市社会福祉協議会 総合福祉センター（市役所別館）2階　☎072-958-2315 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp社会福祉法人

愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）
7月 26 日㈫10:00 ～16:30　羽曳野市役所（羽曳野ロータリークラブ共催）
＊献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。
＊受付時に本人確認書の提示をお願いする場合があります。

「ベビっこひろば」　～ コーナー遊び ～
■■とと■■きき   象象6 月2日㈭10:00 ～11:00
■■場場■■所所所所   ベビーハウス社協 2 階 なかよしひろば　■■対対■■象象象象   象象地域の親子 ※要予約
■■問問   象象ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
￥2,000

￥150,000
￥20,000
￥10,000
￥10,000
￥3,000
￥2,000

四ツ葉のクローバー 涌元 順子
羽曳野市環境衛生事業協同組合
浅田 照次
浅田 悦弘
堀ノ内 玉江
服部 品子
匿　　名

（令和 4 年 4 月 敬称略）

シルバー人材センターへの仕事依頼
　公共的、公益的な団体です。安心し
て仕事をお任せください。見積無料！
お気軽にご依頼ください。

【軽作業】【施設管理】【一般・経理事
務】【筆耕・毛筆】【修理】【家事援助・
介護サービス】

羽曳野羽曳野けいさつけいさつ署署
誉田 4-2-1   ☎ 072-952-1234

還付金詐欺の電話に注意
　羽曳野警察署管内では、「還付
金が戻ってきます。」など言われて、
ATM に誘導し現金を振り込ませる
電話（アポ電）が多数かかってきて
います。
　携帯電話で通話しながら ATM を
操作している人を見かければ、「還
付金が戻ってくると言われていませ
んか。」と声を掛けるなどした上で、
警察への連絡をお願いします。

柏羽藤消防組合消防本部からのお知らせ
令和４年度全国統一防火標語が決まりました！

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
■■問問   象象予防課　☎ 072-958-9928

危険物安全週間【6 月 5 日㈰～11日㈯】
令和４年度危険物安全週間推進標語「一連の 確かな所作で 無災害」
　関係事業所をはじめ、国民の皆様に危険物の保安の確保を呼びかける
ため、毎年 6 月の第 2 週を「危険物安全週間」とし、危険物の保安に対
する意識の高揚および啓発を全国的に推進しています。

【危険物とは】ガソリン、灯油、油性塗料など。
■■問問   象象予防課　☎ 072-958-9928

【公式】インスタグラムはじめました！
各種イベントや訓練などの模様を分かりやすくお伝えします。
■■問問   象象消防課　☎ 072-958-9937

ご協力よろしく
お願いします。



27−はびきの　令和4年（2022年）6月−

相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

7日・14日・21日・28日㈫
7月5日㈫13:00～ 17:00

市役所1階�市民相談室 要予約�☎072-957-4000�　定員7人（1日）、相談時間30分
●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人1回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

2日・16日㈭
7月7日㈭13:00～ 17:00

陵南の森総合センター

行政相談 8日㈬13:00～ 15:00 市役所1階�市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。☎072-958-1111内線1080

人権相談 17日㈮14:00～ 16:00 市役所別館3階�会議室 予約不要。直接お越しください。☎072-958-1111内線1054

女性相談
1日㈬・10日㈮
7月6日㈬13:30～ 16:30

市役所4階�人権推進課（電話・面接）人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える
悩みを専門の相談員が一緒に考えます。要予約。
☎072-958-1111内線105522日㈬13:30～ 16:30 陵南の森総合センター（面接）

特設女性相談
10日㈮10:00～ 13:00 市役所4階�人権推進課（電話・面接）男女共同参画週間（6月23日～29日）に伴い、毎月の女性相談

の時間を拡大して実施します。（相談時間50分）
要予約☎072-958-1111内線105522日㈬10:00～ 13:00 陵南の森総合センター（面接）

消費生活相談
㈪�～�㈮［㈷�は除く］
10:00～ 12:00　13:00～ 16:00
※受付15:30まで

市役所2階�消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに
関するご相談。☎072-947-3715（まずはお電話ください※予約
優先）

障害者生活相談

㈪�～�㈮［㈷�年末年始は除く］
9:00～17:30

支援センターはる
身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。
☎072-931-1607／℻072-931-2030

㈪�～�㈮［㈷�年末年始は除く］
8:45～17:00

地域支援センターばんびーの
18歳未満の障害児の方のご相談。
☎072-950-1530／℻072-950-1531

㈪�～�㈮［㈷�年末年始は除く］
10:00～ 17:00

相談支援事業所フレンドハウス
精神障害者の方のご相談。
☎072-937-7898／℻072-937-7898

㈪�～�㈮［㈷�年末年始は除く］
9:00～16:00

支援センターホープ
精神障害者の方のご相談。
☎072-957-2175／℻�072-957-2176

障害者雇用相談 第3㈭13:00～ 17:00 市役所�Ａ棟�西会議室
障害福祉課に予約。
☎072-958-1111内線1150／℻072-957-1238

育児相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00 市役所1階�こども家庭支援課 こども家庭支援課�母子保健担当�☎072-947-3888
教育相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］10:00～ 16:00 教育研究所（LICはびきの内） ☎072-958-7867
家庭児童相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00 市役所�1階�こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎072-947-3837�（直通）
ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮9:15～17:00 市役所�1階�子育て給付課 子育て給付課に予約。☎072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00
子育て支援センターふるいち�
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］�☎ 072-958-3308���［むかいの］�携帯�080-7536-7898

総合相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第1㈮13:00～ 17:00 市役所別館1階�相談室
南河内若者サポートステーション　☎0721-26-9441

第3㈮13:00～ 17:00 市民会館3階�第 6会議室

ボランティア相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00 市役所別館2階�（社会福祉協議会）
社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。�
☎072-958-2315

総合福祉相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00
①市役所別館2階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。�
①☎072-958-2315　②☎072-953-8067

介護相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00
市役所A棟1階
（社会福祉協議会在宅支援課）

予約不要、直接お越しください。電話相談可。�
☎072-950-0950

生活自立相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00 市役所別館2階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00～17:00 LICはびきの1階�市民大学
☎072-950-5503･℻ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 第3㈫13:00～ 16:00 市役所2階�農業委員会事務局
前日までに予約。先着3人。
☎072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 ㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:00
地域就労支援センター（人権文化セン
ター内および�産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。）�

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

㈪�～�㈮［㈷�は除く］9:00～17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。☎0721-25-1553

税理士による
無料税務相談センター

15日㈬・24日㈮13:00～ 16:00 市役所1階�市民相談室

所得税・相続税、経理などに関する相談。（相談時間約30分）
一般納税者で税理士の関与がない方対象、要予約
近畿税理士会�富田林支部�事務局
☎ 0721-25-6250（平日 10:00 ～ 15:00）

6 月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。
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－ 市民のページ － 
パソコン「エクセルわくわく講座」
■■とと■■きき   象象各日 13:30 ～ 16:00
① 7 月 7 日㈭　メタボチェック①
② 7 月 14 日㈭　メタボチェック②
③ 7 月 21 日㈭　間取り図の作成
■■場場■■所所所所   市民会館 2 階 会議室
　　 （変更の場合あり）
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   象象12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込 はがき［郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・電話番号を記入］
6 月 10 日㈮必着。
〒 583-8585 羽曳野市社会福祉協
議会気付、羽曳野 IT サポート会宛。 
※当会ウェブサイトから申込み可。
■■問問   象象羽曳野 IT サポート会（本田）
☎ 072-939-3733
携帯 090-5169-9031

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   象象6 月 12 日㈰
　　 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所所所   市役所 A 棟西
■■￥￥   象象部品交換の場合は実費負担
■■問問   象象羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

お墓の市民講座
　樹木葬や散骨、従来のお墓などの
さまざまな供養法やお墓じまいにつ
いて学べます。
■■とと■■きき   象象6 月 26 日㈰ 10:00 ～ 11:00
■■場場■■所所所所   はびきのコロセアム
■■定定■■員員   象象10 人（先着順）　■■￥￥   象象無料
■■講講■■師師   象象お墓ディレクター 田中祥元
■■申申■ ■ 込込 電話（6 月 1 日㈬～）
■■問問   象象石留石材株式会社
☎ 0120-53-5578（8:00 ～ 17:00）

古市古墳群コフニスト養成講座Ⅱ　「第 3 回 古墳時代の羽曳野 ⑴」
　世界遺産・日本遺産のあるまち羽曳野の歴史を学び、その魅力を古市古墳群
とともに発信するコフニストを目指し楽しく勉強してみませんか。
■■とと■■きき   象象7月2日㈯14:00 ～16:00（受付：13:30 ～）
■■場場■■所所所所   市民会館 3 階 会議室　■■講講■■師師   象象元大阪国際大学教授 笠井敏光
■ ■ ￥￥ 500 円（資料代など）　■■定定■■員員   象象30 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込 メール（6 月2日㈭～25 日㈯）［住所・氏名・電話番号を記入］
メール fieldmuseumtalk.shiyukai@gmail.com
今後の予定 会場／集合場所
4 古墳時代の羽曳野 ⑵ 8 月 6 日㈯ 市民会館
5 群集墓と横口式石槨墳 9 月 3 日㈯ 上ノ太子駅
6 古代の羽曳野 10 月 1 日㈯ 市民会館
7 渡来人と仏教文化 11 月 5 日㈯ 古市駅
8 応神天皇陵と誉田八幡宮 12 月 3 日㈯ 古市駅
9 中・近世の羽曳野 令和 5 年 1 月 14 日㈯ 市民会館
10 河内源氏の里 令和 5 年 2 月 4 日㈯ 喜志駅
11 高屋城と城下町 令和 5 年 3 月 4 日㈯ 古市駅
■ ■ 問問 NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）　携帯 090-3825-6412

おとなの講座
自力整体教室 第 1・3・5 ㈫ 15:00 ～ 16:30 はがき絵教室 第 3 ㈭ 14:00 ～ 16:00
手編み教室 第 3 ㈪ 14:00 ～ 16:00 書道教室 毎週㈫ 14:30 ～ 16:00
■■申申■・■・込込 ■ ■ 問問 NPO 法人南河内こどもステーション　☎・FAX 072-957-1114

俳
句
・
川
柳
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
や
し
ば
ら
く

掲
載
し
て
い
な
い
方
を
優
先
し
て
い

ま
す
。
投
稿
の
作
品
・
氏
名
に
は
、

必
ず
ふ
り
が
な
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）
5
8
3
・
8
5
8
5

 

　
　
　
　
羽
曳
野
市
役
所 

秘
書
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

広
報
担
当

　【
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
】

君
知
ら
ぬ

　
二
十
年
を
も

　
　
わ
れ
生
き
て

　
　
　
梔く

ち
な
し子
の
香か

の

　
　
　
　
季き

は
め
ぐ
り
来く

　
　
　
　
　
　
　
南 

み
よ
子

母
さ
ん
を

　
ね
ぎ
ら
う
ふ
や
う
に

　
　
一
斉
し
て

　
　
　
ク
ラ
ッ
カ
ー
開
く
よ
に

　
　
　
　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
浅
田 

真
由
美

復
活
の

　
努
力
を
汗
が

　
　
称
え
て
る

　
　
　
　
　
　
　
藤
原 

大
子

風 

流 

韻 

事

市
民
の
み
な
さ
ん
の
趣
味
の
欄
で
す

～　受章おめでとうございます　～
－令和 4 年 春の叙勲－
　瑞宝単光章 看護業務功労 虫明 佐百合
－令和 4 年度 憲法記念日 大阪府知事表彰－
　善　行　者
　産業功労者
　公共関係功労者

交通安全奉仕活動
農林水産関係
市町村関係
福祉関係
文化関係
青少年関係

青少年関係
地縁団体関係

梶川 佳秀
竹中 巧
田仲 基一
細川 節子
林 靖介
羽曳野市青少年指導員
連絡協議会
松島 信行
風呂谷 幸蔵
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和4年（2022年）6月−

 第 1 回定例会で審議された案件と議決結果
議案番号 件　　　名 結　果
議 案 ２

３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

39
40
41

教育委員会委員の任命に係る同意について
羽曳野市道路線の廃止について
羽曳野市道路線の認定について
職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市消防団条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例及び羽曳野市立休日急病診療所条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市都市計画法に基づく市街化調整区域内に係る開発行為等の許可に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市留守家庭児童会条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立中央スポーツ公園条例の一部を改正する条例の制定について
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 16 号）
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第 17 号）
令和３年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和３年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和３年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和３年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和４年度羽曳野市一般会計予算
令和４年度羽曳野市国民健康保険特別会計予算
令和４年度羽曳野市と畜場特別会計予算
令和４年度羽曳野市財産区特別会計予算
令和４年度羽曳野市介護保険特別会計予算
令和４年度羽曳野市土地取得特別会計予算
令和４年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度羽曳野市水道事業会計予算
令和４年度羽曳野市下水道事業会計予算
令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）
令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号）
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例及び羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する
条例の制定について
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算 ( 第 18 号 )
令和３年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第４号 )
固定資産評価員の選任に係る同意について

同　　意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決

同　　意

議 提 １
議 提 ２

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

即日原案可決
即日原案可決

請 願 １ 子どもたちにおいしく、安全・安心の豊かな給食提供のために認定こども園と保育園での直営・自園調理方式の堅持を
求める請願書 不 採 択

意 見 １
意 見 ２

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大を求める意見書
国民健康保険料の子ども均等割軽減の拡充に関する意見書

即日原案可決
即日原案可決

総務文教常任委員会委員長、議会改革特別委員会委員長及び公共施設建設整備特別委員会副委員長の辞任について
総務文教常任委員会委員長の選出について
議会改革特別委員会委員長の選出について
公共施設建設整備特別委員会副委員長の選出について
議案第 15 号羽曳野市下水道条例の一部を改正する条例の制定についてに対する修正の申出について
各常任委員会の所管事項に関する調査について
諸般の報告

報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
承　　認
決　　定
報　　告

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 市民クラブ市民クラブ 公明党公明党 自由民主党・自由民主党・
もっと羽曳野議員団もっと羽曳野議員団 日本共産党日本共産党

 

議
員
名

        

結
果

沼
元
　
彩
佳

百
谷
　
孝
浩

大
坪
　
正
尚

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

花
川
　
雅
昭

今
井
　
利
三

樽󠄀
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

松
井
　
康
夫

黒
川
　
　
実

田
仲
　
基
一

笹
井
喜
世
子

南
　
　
　
玲

渡
辺
　
真
千

議案   6 原案可決 〇 〇 〇 〇

欠
　
　
　
席

議
　
　
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × ×
議案 11 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 12 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 15 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 27 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × ×
議案 28 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 29 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 31 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 33 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 35 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議案 37 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
請願   1 不採択 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇

※花川雅昭議員は議長職のため採決には加わらず。 ※ ― ： 遅参のため採決には加わらず。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和4年（2022年）6月−

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

　
　
　
　

　
　
　
　

《
環
境
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、
３
Ｒ
を
推
進
し
環
境

問
題
に
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
自
動
販

売
機
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
異
物
混
入

問
題
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

令
和
元
年
６
月
に
は
び
き
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、
石
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
等
の
清
掃
活
動
や
マ
イ
バ
ッ
グ
、

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
公
共
施
設
や
集
会
所
な
ど
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
蛍
光
管
、
乾
電
池
な
ど
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
年
１
月

か
ら
は
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
新
た
な
資
源
施
策
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
動
販
売
機
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
一
般
ご
み
の
混
入
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け
、
ご

み
の
適
切
な
処
理
や
環
境
問
題
等
に
つ
い
て

の
周
知
、
啓
発
を
様
々
な
機
会
を
通
し
て
行

っ
て
い
く
。
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
本
市

の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
合
わ
せ
て
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
は
じ
め
と
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
の
周
知
、
啓
発

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
異
物
を
自

社
製
品
の
販
売
と
は
い
え
、
業
界
だ
け
に
任

せ
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
業
界
と
連
携
し
、

異
物
混
入
が
多
い
エ
リ
ア
の
調
査
、
実
態
の

把
握
、
公
共
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
適
切
な
設
置
、

官
民
協
働
の
資
源
回
収
モ
デ
ル
の
策
定
な
ど
、

市
と
し
て
協
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
て
、
協

議
、
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
ス
マ
ホ
決
済
に
よ
る
税
金
の
納

付
に
つ
い
て
②
登
降
園
な
ど
へ
の
ア
プ
リ
の

活
用
に
つ
い
て
③
防
災
情
報
ア
プ
リ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

①
市
・
府
民
税
の
普
通
徴
収
分
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税

種
別
割
の
納
付
を
、
令
和
２
年
11
月
よ
り
、

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
を
導
入
し
て
い
る
。
令
和
４
年

度
よ
り
、
ａ
ｕ
ペ
イ
、
ｄ
払
い
、
Ｊ
ー
Ｃ
ｏ

ｉ
ｎ
ペ
イ
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
②
多

様
な
機
能
を
備
え
て
お
り
、
登
降
園
管
理
機

能
だ
け
で
な
く
、
書
類
の
電
子
化
や
ア
プ
リ

を
使
用
し
た
欠
席
連
絡
等
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
園
の
実
情
に
合
わ
せ
て
選
択
が
可
能
。

段
階
的
に
職
員
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
く
。
③
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
は
な

い
が
、
大
阪
府
で
新
た
な
Ｏ
ー
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
導

入
が
進
め
ら
れ
、
間
も
な
く
更
新
さ
れ
る
予

定
。
本
市
の
防
災
情
報
関
連
も
発
信
さ
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
避
難
所
の
開
設
状
況

や
混
雑
状
況
に
つ
い
て
も
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
出
来
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
。

●
要
望　
当
市
に
お
い
て
も
、
納
税
関
係
以

外
の
科
目
に
つ
い
て
も
対
応
し
、
さ
ら
な
る

市
民
の
利
便
性
向
上
の
取
組
を
要
望
。
保
育

士
の
業
務
負
担
軽
減
、
保
育
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
様
々
な
機
能
の
活
用
を
要
望
。

防
災
情
報
ア
プ
リ
は
、
高
齢
者
や
お
子
さ
ん

で
も
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
や
、
家
族
一
緒
に

使
え
る
ア
プ
リ
な
ら
、
使
い
方
を
教
え
合
っ

た
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
居
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
と
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

ア
プ
リ
の
導
入
を
要
望
す
る
。

一
般
質
問

今
井
利
三
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
保
育
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
保
育
園
の
入
園
基
準
は
。
令
和
３

年
度
の
待
機
児
童
数
は
。
向
野
こ
ど
も
園
が

開
園
す
る
が
、
民
間
保
育
園
の
受
入
れ
状
況

及
び
影
響
は
。

●
答
弁　

入
園
基
準
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

の
状
況
、
家
族
構
成
や
家
庭
環
境
、
そ
の
他

の
状
況
を
勘
案
し
、
保
育
の
必
要
度
の
高
い

子
ど
も
か
ら
順
に
入
園
先
を
決
定
し
て
い
る
。

特
定
の
保
育
施
設
等
を
希
望
さ
れ
た
場
合
な

ど
に
お
い
て
は
、
要
望
通
り
利
用
開
始
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で

あ
る
。
民
間
保
育
園
の
受
入
れ
状
況
は
、
保

育
士
配
置
基
準
内
に
お
い
て
、
利
用
定
員
を

超
え
た
弾
力
的
な
受
入
れ
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
お
り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
協
力

を
得
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
入
園
状
況
は
、

空
き
が
あ
る
ク
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
。

●
要
望　
保
護
者
が
預
け
や
す
い
保
育
環
境

を
つ
く
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
人
が
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
、

戸
籍
や
住
民
票
の
写
し
が
悪
徳
司
法
書
士
に

よ
り
売
買
さ
れ
て
い
る
事
案
が
昨
年
度
も
あ

っ
た
。
司
法
書
士
が
そ
れ
ら
を
取
得
し
、
在

日
で
あ
る
か
、部
落
出
身
者
で
あ
る
か
、思
想
、

宗
教
等
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
民
間
の
調

査
機
関
に
個
人
情
報
を
売
買
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
自
分
を
守
る
た
め
に
本
人
通

知
制
度
を
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。
当
市
で
の
本
人
通
知
制
度

の
登
録
者
数
、
割
合
は
。

●
答
弁　

令
和
３
年
12
月
末
現
在
、
4
9
3

人
、
割
合
は
約
0.
4
5
％
。

●
質
問　
こ
の
件
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

戸
籍
や
住
民
票
の
写
し
等
を
本
人

に
代
わ
り
第
三
者
が
不
正
に
請
求
す
る
こ
と

は
、
人
権
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
容
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
本
人
の
代
理
人
や
第
三

者
の
請
求
に
際
し
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た
方

に
通
知
す
る
本
人
通
知
制
度
を
平
成
22
年
６

月
よ
り
導
入
し
て
い
る
。
登
録
者
数
は
低
い

状
況
で
あ
り
、
改
善
の
余
地
は
十
分
あ
る
と

思
う
。
登
録
者
数
が
増
え
れ
ば
、
不
正
請
求

を
抑
制
す
る
効
果
も
高
ま
る
と
考
え
、
今
ま

で
以
上
に
登
録
者
を
増
や
す
取
組
を
進
め
る
。

●
要
望　
登
録
者
が
少
な
い
と
思
う
。
市
と

し
て
、
し
っ
か
り
周
知
し
て
ほ
し
い
。

《
当
市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
建
設
工
事
等
の
入
札
の
結
果
、
市

内
業
者
の
落
札
割
合
は
。
ま
た
、
当
市
の
事

業
者
向
け
制
度
融
資
の
状
況
は
。

●
答
弁　

令
和
３
年
度
の
発
注
件
数
73
件
の

う
ち
66
件
を
市
内
業
者
が
落
札
。
割
合
は
約

9
0.
4
％
。
当
市
独
自
の
制
度
融
資
と
し

て
、
羽
曳
野
市
小
企
業
事
業
資
金
融
資
、
羽

曳
野
市
特
別
緊
急
経
営
支
援
資
金
融
資
が
あ

り
、
限
度
額
は
前
者
3
0
0
万
円
で
、
今
年

度
に
１
件
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
後
者
は

限
度
額
50
万
円
で
、
今
年
度
の
申
込
み
は
現

在
な
い
。
今
後
も
情
報
提
供
、
相
談
等
に
努

め
る
。

《
市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
き
な
公
共
事
業
等
が
あ
る
場

合
、共
同
事
業
体（
Ｊ
Ｖ
）を
組
む
な
ど
し
て
、

市
内
業
者
を
育
成
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

本
市
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
制

限
付
一
般
競
争
入
札
は
行
っ
て
い
な
い
。
近

隣
市
で
は
導
入
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

今
後
府
内
各
市
の
取
組
や
実
績
状
況
等
を
調

査
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
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沼
元
彩
佳
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
域
福
祉
に
つ
い
て
》

●
質
問　

羽
曳
野
市
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
概
要
と
そ
の
登

録
者
数
は
。
ま
た
、
認
知
症
を
患
っ
た
方

及
び
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
体
制
は
。

●
答
弁　

羽
曳
野
市
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
症
高
齢

者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
協
力
機
関
へ
本
人
の

情
報
を
提
供
し
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

事
業
。
令
和
４
年
２
月
末
の
登
録
者
数
は

1
1
9
名
で
、
う
ち
、
令
和
３
年
度
の
新

規
登
録
者
数
は
21
名
。
認
知
症
予
防
や
認

知
症
の
相
談
に
関
し
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
お
い
て
相
談
を
お
聞
き
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

を
市
内
７
か
所
に
配
置
し
、
身
近
な
相
談

場
所
を
増
や
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
認
知

症
を
理
解
す
る
た
め
の
学
習
会
や
、
認
知

症
の
方
や
認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
、
ま

た
そ
の
ご
家
族
に
対
し
、
認
知
症
初
期
集

中
チ
ー
ム
が
寄
り
添
い
、
早
期
に
認
知
症

の
診
断
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
へ
つ
な
ぐ
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
市
民
の
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
や
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
開
催
、
ま
た
、「
オ
レ
ン
ジ
新
聞
」

を
年
１
回
発
行
し
、
認
知
症
施
策
な
ど
の

啓
蒙
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
質
問　

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
登
録
者
数
の
推
移
及
び
実

際
に
協
力
機
関
へ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
出
さ
れ
た

件
数
は
。

●
答
弁　

平
成
23
年
度
10
名
で
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
25
年
度
35
名
、
平
成
27
年
度
76
名
、

平
成
29
年
度
52
名
、
令
和
元
年
度
55
名
、
令

和
３
年
度
1
1
9
名
。
２
年
ご
と
に
更
新
し

て
お
り
、
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
増

加
傾
向
。羽
曳
野
市
民
の
発
動
件
数
は
27
件
。

●
質
問　
高
齢
化
率
が
年
々
増
加
す
る
中
、

認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
地
域
で
の
連
携
は
。
ま
た
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

本
市
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

雅
び
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
各
校

区
に
あ
り
、
地
域
で
生
活
す
る
方
々
の
生
活

課
題
や
地
域
課
題
等
に
向
き
合
い
、
連
携
す

る
こ
と
で
早
期
の
課
題
解
決
を
図
る
。ま
た
、

「
高
齢
者
・
安
心
声
か
け
訓
練
」
等
を
開
催

し
、
認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
意
識

を
高
め
、
見
守
り
隊
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。
令
和
７
年
に
発
足
を
目
指
す

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
活
動
に
向
け
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開

催
し
、
直
接
的
な
支
援
を
行
う
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
人
数
を
増
や
す
取
組
を
進
め
る
。

●
要
望　
住
ん
で
い
る
地
域
で
認
知
症
を
患

っ
て
い
て
も
、
変
わ
ら
ず
普
段
通
り
の
生
活

が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
も
必

要
で
あ
る
。
地
域
福
祉
計
画
で
も
課
題
と
さ

れ
て
い
る
担
い
手
不
足
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
希
薄
化
が
進
ん
で
い
る
こ
の
現
状
を
ど

う
す
れ
ば
改
善
で
き
る
の
か
継
続
し
て
検
討

し
て
ほ
し
い
。
今
後
も
認
知
症
高
齢
者
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
を
含
む
令
和
７
年
度
に
発
足
を
目

指
す
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
推
進
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
ら
れ
た
方

が
地
域
で
活
躍
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

の
推
進
を
要
望
す
る
。

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
と
来
年
度
の
体
制
、
増
員
が
必
要
な

実
態
は
。
全
国
の
小
学
校
の
8
2.
3
％
が

実
施
し
て
い
る
就
学
援
助
の
新
入
学
児
童
に

対
す
る
学
用
品
等
の
入
学
前
支
給
に
つ
い

て
、
当
市
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

１
日
６
時
間
で
週
１
回
、
年
35
週

勤
務
の
方
が
２
名
、
週
４
日
勤
務
の
会
計
年

度
任
用
職
員
１
名
。
令
和
４
年
度
は
１
名
増

員
。
虐
待
事
案
の
増
加
と
新
規
ケ
ー
ス
へ
の

対
応
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
必
要
不
可
欠
。
入
学
前
支
給
に
つ
い

て
は
、
在
籍
を
支
給
条
件
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
４
月
中
旬
以
降
の
支
給
と
な
る
。

●
要
望　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
役
割
は
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
増
員
と
併
せ
て
継
続
性
を
確
保
す
る
た

め
正
規
雇
用
を
要
望
。
入
学
前
に
そ
ろ
え
る

学
用
品
の
費
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
来
年
の
新
学
期
こ
そ
入
学
前
支

給
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
就
学
前
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
に
関
す
る

基
本
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
問　
幼
稚
園
児
が
減
少
し
て
適
正
集
団

が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
理
由
は
。
基
本
方

針
に
お
け
る
統
廃
合
の
計
画
は
今
後
変
化
す

る
の
か
。
ま
た
、
国
の
最
低
基
準
で
は
十
分

な
保
育
が
で
き
な
い
が
、
職
員
の
配
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

就
学
前
教
育
・
保
育
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
。
ま

た
、
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も

園
化
を
基
本
に
統
廃
合
し
て
い
く
。
国
の
定

め
た
基
準
に
従
い
、
適
切
な
職
員
配
置
に
努

め
て
い
く
。

●
要
望　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
、
す

べ
て
の
幼
稚
園
で
３
歳
児
保
育
と
保
育
時

間
の
延
長
を
要
望
。
効
率
的
な
行
政
運
営

を
優
先
さ
せ
る
統
廃
合
で
は
な
く
、
子
育

て
拠
点
の
存
続
を
要
望
。
一
人
ひ
と
り
の

発
達
の
差
が
大
き
い
１
歳
児
に
つ
い
て
は
、

国
の
最
低
基
準
よ
り
手
厚
い
体
制
の
堅
持

と
、
特
別
の
配
慮
や
支
援
の
必
要
な
子
ど

も
た
ち
へ
、
職
員
の
加
配
を
要
望
す
る
。

《
命
を
守
る
医
療
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
困
難
ケ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
、
救

急
搬
送
の
医
療
機
関
へ
の
受
入
れ
を
５
か

所
断
ら
れ
た
、
令
和
２
年
の
１
月
と
今
年

１
月
の
件
数
は
。
②
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
起
き
て
も
病
院
に
入
院
で
き
ず
、

命
を
救
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
の
を
問
題
視
せ
ず
、
急
性

期
病
床
を
減
ら
し
て
い
く
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て
当
市
の
考
え
は
。
③
小
児
夜
間

診
療
に
つ
い
て
、
中
河
内
で
は
６
か
所
の

輪
番
で
、
準
夜
も
深
夜
か
ら
朝
８
時
ま
で

受
入
れ
が
あ
る
の
に
、
当
市
で
は
確
保
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

●
答
弁　

①
困
難
ケ
ー
ス
は
、
令
和
２
年

は
16
件
で
今
年
は
78
件
と
な
っ
て
い
る
。

②
病
床
削
減
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
あ
る

べ
き
医
療
体
制
に
向
け
て
再
編
は
進
ん
で

い
く
も
の
と
考
え
る
。
③
小
児
の
夜
間
診

療
は
、
医
師
の
確
保
や
施
設
面
の
課
題
が

あ
る
が
、
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

●
要
望　

急
性
期
病
床
を
減
ら
し
て
い
く

構
想
を
肯
定
し
て
い
る
当
市
の
姿
勢
で
は
、

市
民
の
命
は
守
れ
な
い
。
こ
の
方
針
を
や

め
る
よ
う
国
や
府
に
声
を
上
げ
る
よ
う
要

望
。
子
ど
も
の
夜
間
診
療
に
つ
い
て
は
、

連
携
を
深
め
て
受
入
れ
体
制
の
確
保
を
要

望
す
る
。
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
空
家
対
策
の
進
捗
に
つ
い
て
》

●
質
問　
不
動
産
業
界
な
ど
民
間
と
の
協
定

の
進
捗
状
況
は
。
当
市
の
特
定
空
家
の
判
定

状
況
は
。
空
家
等
へ
の
苦
情
の
状
況
は
。

●
答
弁　

官
民
連
携
を
不
動
産
関
係
団
体
と

協
議
を
重
ね
、
来
月
に
連
携
協
定
の
締
結
を

予
定
し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
空
家
等
対

策
協
議
会
の
開
催
を
延
期
し
て
い
た
た
め
、

今
年
度
は
特
定
空
家
の
認
定
を
行
っ
て
い
な

い
。
来
月
開
催
す
る
空
家
等
対
策
協
議
会
に

特
定
空
家
等
判
定
委
員
会
で
の
審
議
結
果
を

報
告
し
た
後
、
新
た
な
特
定
空
家
の
認
定
を

行
う
予
定
。
空
家
等
の
苦
情
件
数
は
全
体
的

に
増
加
傾
向
で
、
大
半
は
草
木
等
に
関
す
る

も
の
。

●
要
望　
埼
玉
県
久
喜
市
の
「
久
喜
市
空
家

等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
紹
介

す
る
。
特
定
空
家
等
に
認
定
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
市
独
自
の
ル
ー
ル
と
し
て
「
管
理
不

全
空
家
等
」
に
定
め
、
必
要
最
小
限
の
範
囲

で
の
「
緊
急
安
全
措
置
」
を
実
施
し
、
そ
の

費
用
を
管
理
者
等
に
請
求
で
き
る
。
大
が
か

り
で
は
な
く
て
も
、
近
隣
の
方
が
少
し
で
も

納
得
の
い
く
措
置
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
同
様
の
施
策
の
導
入
を
前
向
き
に
検

討
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
来
庁
者
へ
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て
》

●
質
問　
窓
口
に
お
け
る
市
民
の
お
困
り
事

は
。
来
庁
者
が
申
請
書
に
自
身
で
手
書
き
す

る
の
で
は
な
く
、
職
員
が
住
所
な
ど
を
お
聞

き
し
て
必
要
事
項
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
設
置
す
る
考
え
は
。
ま

た
、
セ
ル
フ
レ
ジ
設
置
の
考
え
は
。 

●
答
弁　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
困
り
事

樽󠄀
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
の
農
家
戸
数
と
農
地
面
積
は
。

●
答
弁　

5
6
3
戸
、 

4
2
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

●
質
問　

遊
休
農
地
の
現
状
と
解
消
の
取

組
は
。

●
答
弁　

農
業
環
境
の
保
全
や
防
災
的
観

点
か
ら
農
業
委
員
会
や
各
種
団
体
等
と
連

携
し
、
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
質
問　

当
市
の
特
産
品
の
ブ
ド
ウ
、
イ

チ
ジ
ク
、
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
、
そ
れ
ら
の

加
工
品
の
ワ
イ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
ソ
ー
ス
等
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ど
の
よ
う
に
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
今

後
の
展
開
は
。

●
答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
情
報
発
信
、
来
年
度
設
置
予
定
の

（
仮
称
）
羽
曳
野
観
光
局
や
関
係
機
関
と
連

携
し
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

●
要
望　

農
業
委
員
の
皆
様
と
連
絡
を
密

に
し
て
、
農
地
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た

い
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
農
地
中
間
管

理
機
構
を
活
用
し
、
農
家
の
方
が
相
談
し

や
す
い
体
制
を
設
け
、
幅
広
く
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
１
×
２
×
３
次
産
業
＝
６
次

産
業
。
生
産
者
の
直
売
や
加
工
販
売
、
イ

チ
ジ
ク
ソ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
の
推
進
が
大
切
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
Ｊ
Ａ
と
も
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
元
気
な
都
市
農
業
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
要
望
。

《
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
育
て
に
関
連
す
る
支
援
施
設

と
実
施
事
業
、
利
用
の
形
態
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
事
業
状
況
は
。

●
答
弁　

市
立
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

る
い
ち
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
む
か
い

の
、
白
鳥
児
童
館
等
で
、
子
育
て
支
援
情
報

の
収
集
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
、
支

援
、
子
ど
も
を
心
身
と
も
に
育
成
す
る
事
業

等
、
子
育
て
相
談
等
を
通
し
て
子
育
て
家
庭

の
負
担
の
軽
減
や
不
安
の
解
消
を
図
っ
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル

ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
、
大
型
遊
具
等
設
置
し

た
ふ
れ
愛
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で

は
夏
休
み
期
間
中
開
設
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
で

の
水
辺
の
開
放
。
新
た
な
施
設
と
し
て
、
ボ

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
の
整
備
に
今
年
度

よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　
現
在
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
が
進
む
中
、
羽

曳
野
に
若
い
人
の
流
れ
、
新
し
い
人
の
流
れ

を
取
り
入
れ
る
施
設
づ
く
り
が
急
務
だ
。
一

年
を
通
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
、
市
内

各
地
域
、
市
外
か
ら
も
自
由
に
出
入
り
が
で

き
る
、
例
え
ば
堺
市
の
市
立
ビ
ッ
ク
バ
ン
、

松
原
市
の
市
民
道
夢
館
の
よ
う
な
施
設
を
望

む
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ま
た
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
施
設
は
難

し
い
と
思
う
が
、
子
育
て
施
設
以
外
の
既
存

施
設
の
活
用
、
大
規
模
改
修
や
集
約
化
の
計

画
等
の
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
、

例
え
ば
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等
も
で
き
、
若
い
お

母
様
方
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
お

互
い
に
子
育
て
の
悩
み
や
育
児
相
談
等
、
情

報
交
換
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
の
学
び

と
文
化
の
子
ど
も
向
け
施
設
の
設
置
を
要
望

す
る
。
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
ま
ち
と

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
新
た

な
発
想
で
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場

等
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
を
目
の
当
た
り
に

し
、
大
変
危
惧
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ぜ
ひ
と
も
一
日
も
早
く
安
全
な
広
場
の
整
備

を
お
願
い
す
る
。

は
、
ど
ん
な
証
明
が
必
要
か
、
ど
の
申
請
用

紙
に
記
入
す
る
か
、
ど
ん
な
内
容
を
記
入
す

れ
ば
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
い
、
番
号
札
を
取

る
流
れ
が
分
か
り
づ
ら
い
、
申
請
書
を
書
い

て
も
誤
り
等
に
よ
っ
て
再
度
記
入
す
る
こ
と

で
の
二
度
手
間
、
複
数
の
際
別
々
の
申
請
書

に
同
じ
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な

ど
で
あ
る
。「
書
か
な
い
窓
口
」
で
は
、
職

員
が
聞
き
取
る
こ
と
で
不
慣
れ
な
申
請
書
の

記
入
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
が
明
快
と
な

り
、
記
入
時
の
困
り
事
が
な
く
な
る
、
記
入

の
誤
り
や
漏
れ
が
な
く
な
る
、
複
数
の
証
明

書
が
必
要
と
な
る
方
が
何
枚
も
書
く
必
要
が

な
く
な
る
。
対
話
型
で
の
対
応
が
無
理
な
く

で
き
る
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
窓
口
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
セ
ル

フ
レ
ジ
の
導
入
は
、
現
行
の
レ
ジ
の
更
新
時

ま
で
総
合
的
に
検
討
す
る
。

●
要
望　
「
書
か
な
い
窓
口
」
や
セ
ル
フ
レ

ジ
の
導
入
は
、
必
ず
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
感
染
症
対
策
に
つ
な
が
る
。
当
市
の
状
況

に
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、「
書
か

な
い
窓
口
」、
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導
入
を
お
願

い
す
る
。
併
せ
て
、「
動
か
な
い
窓
口
」
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

《
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
市
民
の
反
応

は
。
認
識
は
深
ま
っ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

当
市
で
は
マ
イ
・
ノ
ー
ト
と
呼
び
、

令
和
元
年
度
に
羽
曳
野
市
医
師
会
が
2
5
0

部
作
成
し
、
医
療
機
関
を
中
心
に
配
布
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
3,
0
0
0
部

ほ
ど
市
民
に
配
布
し
て
い
る
。
市
の
広
報
紙

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て

い
る
。

●
要
望　
マ
イ
・
ノ
ー
ト
抜
粋
版
の
作
成
と

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
対
応
を
お
願
い
す
る
。

5
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黒
川
　
実

（
自
由
民
主
党
・

  

も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
下
水
道
の
整
備
率
は
。

●
答
弁　

令
和
２
年
度
末
で
85.
7
％
と
な

っ
て
い
る
。

●
質
問　

下
水
道
管
、
水
道
管
、
ガ
ス
管

の
耐
震
化
は
。

●
答
弁　

下
水
道
管
の
耐
震
化
は
避
難
場

所
や
災
害
医
療
機
関
等
か
ら
排
水
を
受
け

る
管
渠
や
そ
の
他
の
管
も
耐
震
性
能
を
有

す
る
工
事
内
容
で
進
め
て
い
る
。
令
和
２

年
度
末
で
水
道
管
の
総
延
長
は
約
4
6
2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
耐
震
化
率
は
約
30
％
。

口
径
3
5
0
ミ
リ
以
上
の
基
幹
管
路
は
約

50
％
と
な
っ
て
い
る
。
ガ
ス
管
は
大
阪
ガ

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
都
市
ガ
ス
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
87
％
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

●
要
望　

下
水
道
は
引
き
続
き
整
備
率
を

上
げ
て
い
た
だ
き
、
水
道
管
、
ガ
ス
管
は

引
き
続
き
耐
震
化
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

水
道
鉛
管
の
入
替
え
を
早
く
お
願
い
す
る
。

●
質
問　
生
活
道
路
、既
設
側
溝
の
整
備
は
。

●
答
弁　

道
路
の
点
検
を
行
い
舗
装
維
持
管

理
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
る
。
既
設
側
溝

は
目
地
や
ク
ラ
ッ
ク
か
ら
の
漏
水
や
勾
配
の

調
整
を
モ
ル
タ
ル
等
で
補
修
し
て
い
る
。

●
要
望　

段
差
、
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
道

路
が
目
立
つ
。
予
算
を
付
け
、
維
持
管
理

を
お
願
い
す
る
。
側
溝
は
な
る
べ
く
Ｕ
字

溝
の
入
替
え
を
考
え
て
ほ
し
い
。

《
当
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
医
療
圏
内
の
医
療
体
制
は

●
答
弁　

６
市
２
町
１
村
で
南
河
内
２
次
医

療
圏
に
属
し
24
の
医
療
機
関
が
救
急
告
示

病
院
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
３
次
医
療
圏

は
先
進
的
な
技
術
を
必
要
と
し
、
特
殊
な
医

療
機
器
、
発
生
頻
度
の
低
い
疾
病
や
専
門
性

の
高
い
救
急
医
療
に
該
当
す
る
も
の
。
大
阪

府
で
は
15
か
所
、
南
河
内
医
療
圏
は
近
畿
大

学
病
院
と
な
る
。

●
質
問　
当
市
の
小
児
科
専
門
の
医
療
機
関

は
。
夜
間
小
児
救
急
の
現
状
は
。

●
答
弁　

小
児
科
を
標
榜
さ
れ
て
い
る
の
は

10
医
療
機
関
、う
ち
２
か
所
が
小
児
科
専
門
。

夜
間
対
応
は
松
原
市
、
藤
井
寺
市
、
当
市
の

３
市
で
土
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

午
後
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
小
児
診
療
を

実
施
し
て
い
る
。
後
送
体
制
と
し
て
阪
南
中

央
病
院
、
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と

協
定
し
、
検
査
、
入
院
の
事
態
に
備
え
病
床

を
確
保
し
て
い
る
。
休
日
及
び
夜
間
の
救
急

救
命
医
療
体
制
と
し
て
南
河
内
９
市
町
村
で

午
後
８
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
準
夜
初
期
救

急
医
療
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　
２
次
救
急
の
受
入
れ
に
小
児
科
が

あ
る
の
は
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
だ

け
。
夜
間
、
同
医
療
セ
ン
タ
ー
は
個
人
的
に

伺
っ
て
も
診
て
も
ら
え
な
い
。
堺
市
や
東
大

阪
市
に
連
れ
て
行
く
の
が
現
状
。母
子
家
庭
、

生
活
保
護
の
方
に
は
費
用
面
で
大
変
負
担
に

な
る
。
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
で
、
夜
間
小
児
救
急
医
療
の
充
実
を

図
る
チ
ャ
ン
ス
。
大
阪
府
か
ら
副
市
長
が
来

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
交
渉
し
や
す
い
の
で

は
。
市
長
、
副
市
長
を
は
じ
め
、
担
当
課
で

夜
間
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
３
次
救
急
医
療
の
近

畿
大
学
病
院
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
。
移

転
は
当
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
大
阪
府
や
近
隣
市
と
議
論
し
て
医
療
体

制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
ス
マ
ホ
依
存
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
お
い
て
小
・
中
学
生
が
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
端
末
を
ど
れ
く
ら
い
所
持
し
て
い
る
の
か

●
答
弁　

小
学
校
低
学
年
で
43.
7
％
、
高
学

年
63.
5
％
、中
学
生
で
91
％
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
１
日
当
た
り
３
時
間
以
上
使
用
し

て
い
る
生
徒
の
割
合
と
１
日
の
学
習
時
間
の

デ
ー
タ
は
。

●
答
弁　

平
日
で
は
小
学
校
高
学
年
は
29
％
、

中
学
生
は
47
％
と
な
っ
て
お
り
、
１
日
の

自
主
学
習
時
間
は
、
小
学
校
高
学
年
は
30
分

か
ら
１
時
間
の
割
合
が
一
番
多
く
、
ほ
と
ん

ど
し
な
い
が
22.
6
％
と
な
っ
て
い
る
。
中

学
生
に
つ
い
て
は
、
１
時
間
か
ら
２
時
間
の

割
合
が
多
く
、
24.
7
％
、
全
く
し
な
い
が

14.
1
％
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
ス
マ
ホ
の
使
用
が
学
力
や
学
校
生

活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

長
時
間
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
に
よ
り
、
間
接
的
に
睡
眠
不
足
や
運
動
不

足
を
招
き
、
脳
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

●
要
望　
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
怖

さ
も
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
ら
が

気
づ
か
な
い
う
ち
に
依
存
し
て
し
ま
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
危
険
性
を
示
し
、
積
極
的

に
指
導
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。
ま

た
、
就
学
前
か
ら
の
取
組
を
全
庁
的
に
新
た

に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

我
々
大
人
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い

に
無
限
の
可
能
性
に
満
ち
た
時
間
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
う
か
有
効
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
。

《
当
市
の
環
境
美
化
条
例
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

一
種
の
マ
ナ
ー
条
例
と
し
て
の
側

面
も
あ
り
、
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
等
を
不
当
に
投
棄
し
、
ま
た
は
放
置

し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
指
導
し
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
罰
則

に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

●
質
問　
当
市
の
本
条
例
に
つ
い
て
、
現
在

の
課
題
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

今
か
ら
30
年
前
の
平
成
４
年
に
制

定
さ
れ
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
取
扱

い
や
市
民
対
応
等
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
路
上
喫
煙
に
お
い
て
、
屋
外
で
の

受
動
喫
煙
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

●
答
弁　

多
く
の
人
が
集
い
、
行
き
交
う
屋

外
の
公
共
の
場
に
お
い
て
無
秩
序
に
喫
煙
す

る
こ
と
は
、
屋
外
で
あ
っ
て
も
、
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

●
要
望　
現
行
の
環
境
美
化
条
例
に
関
し
て

は
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
内
容
に
一
部
を
改

正
し
、
違
反
者
に
は
過
料
を
含
む
罰
則
の
強

化
を
要
望
す
る
。
路
上
喫
煙
に
関
し
て
は
、

新
た
に
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
を
制
定
す
る
よ

う
要
望
す
る
。
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
と
の
共

生
も
必
要
な
課
題
で
、
路
上
喫
煙
禁
止
と
な

れ
ば
喫
煙
所
な
ど
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

も
加
え
て
要
望
す
る
。

6
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南
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
の
重
点
方
針
に
生
理
の
貧
困
へ

の
対
策
が
初
め
て
明
記
さ
れ
、
自
治
体
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
①
市

の
取
組
の
状
況
は
。
②
学
校
で
の
取
組
に
つ

い
て
、
以
前
の
答
弁
で
は
生
理
用
品
は
保
健

室
で
の
配
布
と
し
て
い
る
が
、
利
用
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
後
ト
イ
レ
に

設
置
し
た
学
校
は
あ
る
か
。
③
子
ど
も
た
ち

の
現
状
や
意
見
、
要
望
を
聞
く
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

①
現
在
も
公
共
施
設
９
か
所
の
女

子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
し
て
お
り
、

利
用
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
後
も
継

続
す
る
。
②
保
健
室
で
の
配
布
数
は
今
年
度

２
月
末
ま
で
の
概
算
で
中
学
校
が
約
2
0
0

件
、
小
学
校
が
約
1
2
0
件
。
原
則
保
健
室

で
の
配
布
だ
が
、
今
年
度
、
小
学
校
１
校
で

試
験
的
に
ト
イ
レ
に
配
置
し
て
い
る
。
③
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
な
い
が
、

保
健
室
対
応
に
よ
り
、
さ
ら
に
支
援
が
深
ま

る
と
考
え
る
。

●
質
問　
公
共
施
設
９
か
所
に
加
え
、
小
学

校
１
校
で
試
験
的
に
生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に

配
置
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
他
の
学
校
の
ト
イ

レ
に
は
置
か
な
い
の
か
。

●
答
弁　

衛
生
上
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
現

段
階
で
は
ト
イ
レ
へ
単
に
配
置
せ
ず
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。

●
要
望　
保
健
室
で
の
利
用
は
中
学
校
で
も

１
校
当
た
り
年
間
約
30
件
と
非
常
に
少
な
く
、

子
ど
も
た
ち
自
ら
生
理
用
品
を
取
り
に
行
く

の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
る
。
デ
リ
ケ

ー
ト
な
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
し
っ
か
り

田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
一
般
職
の
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
か
ら
の
投
書
を
代
読
す
る
。

「
大
阪
府
職
員
Ｏ
Ｂ
の
職
員
は
議
会
出
席
、
大

雨
時
等
の
災
害
集
合
も
免
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
厚
い
待
遇
は
天
下
り
そ
の
も

の
で
は
な
い
か
。
高
度
な
知
識
を
持
っ
た
府

か
ら
の
職
員
の
仕
事
は
恵
我
ノ
荘
駅
前
広
場

関
連
と
聞
い
た
。
そ
の
よ
う
に
高
度
な
知
識

を
持
っ
た
職
員
が
お
り
な
が
ら
、
道
路
の
拡

幅
完
成
も
分
か
ら
な
い
と
は
お
粗
末
。
府
の

Ｏ
Ｂ
職
員
に
頼
ら
ず
と
も
高
鷲
駅
前
広
場
は

で
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。」
と
あ
る
が
、

災
害
時
の
職
員
集
合
を
大
阪
府
Ｏ
Ｂ
の
市
職

員
２
名
は
免
除
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
か
。

●
答
弁　

高
度
の
専
門
的
な
優
れ
た
知
識
を

生
か
し
た
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
発
生
時
の
初
動
態
勢
に
含
ん
で
い
な
い
。

●
質
問　
副
市
長
か
ら
「
大
阪
府
の
偉
い
人

は
急
に
来
ら
れ
て
も
会
っ
て
く
れ
な
い
。
富

田
林
土
木
事
務
所
の
所
長
に
会
い
に
行
こ
う

と
す
れ
ば
下
の
者
か
ら
、
な
ぜ
飛
び
越
し
て

い
く
の
か
と
な
る
。
今
羽
曳
野
市
に
来
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
（
府
の
Ｏ
Ｂ
職
員
）
な
ら
、

ダ
イ
レ
ク
ト
に
会
え
る
。
そ
こ
は
非
常
に
大

き
な
こ
と
。」
と
採
用
理
由
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
天
下
り
人
事
で
は
な
い
の
か
。

府
Ｏ
Ｂ
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
か
ら
府
が
目

を
向
け
て
く
れ
や
す
い
と
い
う
副
市
長
の
発

言
は
、
公
務
員
の
平
等
性
の
観
点
か
ら
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

●
副
市
長　

羽
曳
野
市
の
要
望
を
直
接
府
の

幹
部
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の

こ
と
は
市
民
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
。

●
質
問　
そ
の
職
務
は
市
長
の
担
い
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
３
人
目
の
大
阪
府
Ｏ
Ｂ
職
員

を
幹
部
職
員
と
し
て
招
く
予
定
と
の
こ
と
だ

が
、
現
有
職
員
で
で
き
な
い
理
由
は
。

●
市
長　

大
阪
府
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

大
阪
府
に
お
願
い
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
で
市
民
の
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
。

●
意
見　
こ
の
件
に
は
多
く
の
市
民
か
ら
厳

し
い
声
が
届
い
て
い
る
。「
羽
曳
野
市
は
い
つ

か
ら
大
阪
府
の
下
部
団
体
に
な
っ
た
の
か
」、

「
市
職
員
が
や
る
気
を
な
く
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」、「
公
務
員
の
天
下
り
を
厳
し
く

断
じ
て
き
た
維
新
改
革
と
羽
曳
野
市
長
が
や

っ
て
い
る
こ
と
は
真
逆
で
は
な
い
の
か
」
な

ど
の
市
民
の
問
い
に
納
得
す
る
答
え
は
な
か

っ
た
。
新
た
な
制
度
に
よ
る
４
名
の
雇
用
予

算
は
約
3,
0
0
0
万
円
。
弁
護
士
を
除
く

３
名
は
全
て
大
阪
府
の
定
年
退
職
者
と
い
う

偏
っ
た
も
の
。
民
間
を
は
じ
め
、
幅
広
い
方

面
の
知
見
を
行
政
運
営
に
生
か
す
法
令
の
趣

旨
に
鑑
み
、
当
市
の
運
用
は
大
阪
府
職
員
の

天
下
り
の
た
め
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
投
書
の
意
見
が
市
民
の
常
識
。
下
水
道

料
金
や
手
数
料
値
上
げ
、
敬
老
祝
金
や
温
水

プ
ー
ル
の
廃
止
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
廃
園

な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
一
方
で
、

市
長
が
就
任
す
る
ま
で
条
例
化
す
ら
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
制
度
を
利
用
し
、
大
阪
府
職
員

Ｏ
Ｂ
等
の
雇
用
に
年
間
約
3,
0
0
0
万
円
を

費
や
す
こ
と
は
、
税
の
使
わ
れ
方
の
チ
ェ
ッ

ク
を
託
さ
れ
て
い
る
議
会
議
員
と
し
て
全
く

賛
同
で
き
な
い
。
ま
た
常
勤
弁
護
士
に
市
民

相
談
は
さ
せ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
暮
ら
し

の
実
情
を
知
り
、
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を

醸
成
す
る
た
め
に
市
民
相
談
の
場
を
設
け
る

べ
き
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
度

に
つ
い
て

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

●
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

聞
く
よ
う
要
望
。
ま
た
、
生
理
は
と
て
も
個

人
差
が
あ
り
、
学
校
に
行
く
こ
と
さ
え
難
し

い
場
合
や
、
行
事
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う

不
安
が
あ
る
。
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
を

当
た
り
前
に
配
置
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
に
あ

る
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
具
体
的
な

内
容
は
。
②
当
市
で
は
ど
れ
ほ
ど
発
電
の
可

能
性
が
あ
る
か
。
③
複
数
の
公
共
施
設
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

程
度
電
力
が
賄
え
て
い
る
か
。
今
後
の
公
共

施
設
な
ど
へ
の
設
置
予
定
は
。

●
答
弁　

①
市
役
所
業
務
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
に
つ
い
て
、
期
限
と
削
減
目
標
を
定

め
、
そ
の
削
減
に
取
り
組
む
も
の
。
②
公
共

施
設
や
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
て
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
促
進
す
る
。
③
エ
コ
プ
ラ

ザ
以
外
の
施
設
で
は
、
全
て
を
賄
え
る
だ
け

の
発
電
量
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
新

設
さ
れ
る
公
共
施
設
等
に
お
い
て
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
向
け
て
取
り
組
む
。

●
質
問　
当
市
で
は
、
国
か
ら
の
支
援
を
活

用
し
た
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ
ネ
の
導
入
に
つ

い
て
、
市
民
へ
の
補
助
な
ど
は
あ
る
か
。

●
答
弁　

市
の
補
助
制
度
は
な
い
が
、
大
阪

府
が
実
施
し
て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電

池
の
共
同
購
入
制
度
や
国
の
補
助
制
度
な
ど

に
つ
い
て
案
内
し
て
い
る
。

●
要
望　
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
数
値

目
標
を
定
め
、
達
成
に
向
け
て
具
体
的
な
事

業
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
国
や
府
の
支
援

を
活
用
し
、
市
民
の
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
導

入
に
対
し
て
、
市
独
自
の
使
い
や
す
い
補
助

制
度
を
つ
く
る
よ
う
要
望
す
る
。
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委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た

10
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
認
識
が
高
ま
り
、

今
後
も
懲
戒
処
分
を
す
る
よ
う
な
事
案
が
起
こ
ら
な

い
職
場
づ
く
り
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
及
び
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病

診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
値
上
げ
さ
れ
て
市
民
生
活
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
市
民
の
所
得
の
格
差
を
考

慮
し
て
低
く
抑
え
る
べ
き
、
な
ど
と
し
て
反
対
と
す

る
者
１
名
。
一
方
、
手
数
料
の
増
額
は
心
苦
し
い
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
や
む
を

得
な
い
、
な
ど
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛

成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
留
守
家
庭
児
童
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

待
ち
に
待
っ
た
条
例
改
正
で
あ
り
、
支
援
員
や
職

員
と
の
連
携
強
化
等
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
要

望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
３
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
17

号
）】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
予
算
執
行
が
難
し
い
中
で
の
減
額
補

正
が
主
な
も
の
で
、
市
民
の
安
心
・
安
全
は
守
ら
れ

て
お
り
特
に
問
題
な
い
、
な
ど
と
し
て
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
】

　

留
守
家
庭
児
童
会
の
土
曜
通
年
開
会
等
、
評
価
で

き
る
部
分
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
等
へ
の
予

算
が
不
十
分
で
あ
る
、
な
ど
と
し
て
反
対
と
す
る
者

２
名
。
一
方
、（
仮
称
）
羽
曳
野
観
光
局
の
設
立
や
（
仮

称
）
こ
ど
も
え
が
お
部
の
創
設
等
、
新
し
い
羽
曳
野

市
の
骨
格
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
予
算
で
あ
る
、
な

ど
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
２
名
の
可
否
同
数
と
な
り
、

委
員
会
条
例
第
17
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
長

裁
決
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
予
算
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算
】

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な

く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）】

　

災
害
時
に
は
避
難
所
に
も
な
る
小
・
中
学
校
の
体

育
館
へ
空
調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
評
価
で
き
、

今
後
、
更
な
る
感
染
予
防
、
検
査
体
制
の
拡
充
等
を

要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）】

　

消
防
の
広
域
化
に
よ
っ
て
、
各
自
治
体
の
意
見
が

反
映
さ
れ
に
く
い
組
織
と
な
る
、
な
ど
と
し
て
反
対

と
す
る
者
２
名
。
一
方
、
消
防
の
広
域
化
は
消
防
行

政
の
改
善
の
第
一
歩
で
あ
る
、
な
ど
と
し
て
賛
成
と

す
る
者
２
名
の
可
否
同
数
と
な
り
、
委
員
会
条
例
第

17
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
く
、
安
全
・
安
心
の
豊
か
な

給
食
提
供
の
た
め
に
認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
で
の

直
営
・
自
園
調
理
方
式
の
堅
持
を
求
め
る
請
願
書
】

　

給
食
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
食
育
と
同
時
に
命

綱
と
な
っ
て
お
り
、
安
心
・
安
全
で
豊
か
な
も
の
で

あ
る
べ
き
、
な
ど
と
し
て
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
１

名
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
当
市
の
学
校

給
食
を
担
っ
て
き
た
㈲
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
に
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
が
高
く
お
い
し
い
給
食
を

安
定
的
に
提
供
で
き
る
人
員
体
制
の
確
保
が
期
待
で

き
る
、
な
ど
と
し
て
不
採
択
と
す
る
者
３
名
の
、
採

択
す
べ
き
と
す
る
者
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
４
件

の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
大
変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
子
ど
も
の

保
険
料
均
等
割
を
無
く
す
こ
と
に
足
を
踏
み
出
せ
て

い
な
い
。
ま
た
大
阪
府
に
対
す
る
市
の
姿
勢
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
す
る
者
１
名
。

一
方
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
激
変
緩
和

措
置
に
よ
り
抑
制
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
ま
た
今
後
も
大
阪
府
、
市
と
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
国
民
健
康
保
険

運
営
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
者

４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
予
算
】

　

今
後
の
運
営
方
法
に
向
け
た
協
議
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
経
営
的
な
視
点
に
立
っ
た
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、

今
後
も
作
業
者
の
安
全
を
最
優
先
に
行
う
こ
と
。
ま

た
衛
生
管
理
の
徹
底
に
留
意
し
、
地
場
産
業
で
も
あ

る
食
肉
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、

賛
成
す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
】

　

本
制
度
は
市
民
負
担
を
増
や
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
を
崩
す
と
い
う
、
無
責
任
な
制
度
に
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、

今
後
さ
ら
に
進
む
超
高
齢
化
を
見
据
え
て
、
時
代
に

即
し
た
介
護
予
防
事
業
の
推
進
と
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
に
も
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
効
率

的
な
介
護
予
防
の
推
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
認
知
症

対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
要
望
し
、
賛
成
す
る
者
４
名

の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
】

　

保
険
料
が
大
変
高
く
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
追
い
詰

め
る
と
い
っ
た
制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
な
ど

を
理
由
に
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、
制
度
改
正
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
丁
寧
に
説
明
し
、
周
知
す
る
こ

と
。
大
阪
府
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
理
解

を
得
て
、
円
滑
な
業
務
遂
行
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
樽󠄀
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
５
件

の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
】

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

道
路
の
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、

特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
両
案
と
も
に
全
員
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
】

　

市
民
の
暮
ら
し
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、

使
用
料
の
値
上
げ
率
が
25
％
で
あ
る
こ
と
、
市
民
へ

の
周
知
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対

と
す
る
者
1
名
。
一
方
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た

め
に
は
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
社
会
情
勢
等
の
影

響
に
よ
る
市
民
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
施
行
期
日
が

半
年
先
延
ば
し
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
、
市
民
の

建
設
企
業
常
任
委
員
会

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
い
て
、
医

療
、
介
護
、
教
育
、
保
育
や
福
祉
施
設
等
で
の
お
仕
事

に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
ま
た
営
業
や
活
動
に

対
し
、
独
自
で
自
粛
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
の
10
名

の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
や
、
３
つ
の
常
任
委

員
会
で
審
査
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
や
各
年
度
の
補
正

予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等
の
結

果
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
上
程
さ
れ

た
一
般
会
計
予
算
は
、
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
で
あ

り
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
名
前
に
つ
い
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
録
画
映
像
や
議
事
録
を

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
金
銅　
宏
親 　
外
園　
康
裕 　
沼
元　
彩
佳

　
大
坪　
正
尚 　
南　
　
　
玲 　
黒
川　
　
実

　
樽󠄀
井
佳
代
子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
に
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
と
し
て
賛
成
と
す
る
も
の
４
名
の
、
賛
成
と

す
る
者
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予
算
】

　

人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
財
政
的
課
題
に
取
り
組
み

つ
つ
、
老
朽
管
対
策
や
施
設
の
耐
震
化
の
実
施
、
職

員
の
技
術
の
継
承
と
人
材
確
保
、
ま
た
、
物
価
上
昇

に
よ
る
工
事
請
負
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
な
ど

の
要
望
は
あ
る
も
の
の
、
本
予
算
に
つ
い
て
は
、
何

ら
問
題
は
な
い
と
し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
】

　

先
の
羽
曳
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
お
け
る
一
部
改
正
で
は
、
施
行
期
日

が
先
延
ば
し
さ
れ
た
も
の
の
、
値
上
げ
を
す
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
本
予
算
は
、
そ
の
使
用
料
が
収

入
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
予
算
で
あ
る
と
し
て
反

対
す
る
者
1
名
。
一
方
、
下
水
道
整
備
困
難
地
域
に

お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
、
ま
た
、
水
道
事
業

会
計
予
算
と
同
様
に
、
物
価
高
騰
に
よ
る
工
事
請
負

へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
本
予
算
に
つ
い
て
は
、
何
ら
問
題
な
い
と

し
て
、
賛
成
と
す
る
も
の
４
名
の
、
賛
成
と
す
る
者

多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。




